
HF TRANSCEIVER 

Model TS・940S
TS・940V

取扱説明書

お買い上げいただきまして誠にありがとうございました。

お買い上げいただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産されてお

りますが，万一運搬中の事故などにともない，ご不審な箇所，または破損

などのトラブルがありましたら，お早めにお買い上げいただきました販売

店または保証書に記載されているサービス窓口にお申しつけくださいます

ようお願い申し上げます。

本取扱説明書は TS-940シリーズの TS-940S,TS-940Vの説明を共通に

しています。内容に相違がある部介については説明を併記しましたのでご

注意ください。

この無線機を使用するには，郵政省のアマチユア無線局の免許が必要です。

また，アマチュア無線以外の通信には使用できません。
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特長

＝最高級の受信性能を追求した回路構成＝

1. 最高級レベルのダイナミックレンジ 102dB(IF帯域

500Hz）を実現することに成功しました。

2. 150kHz-30MHzのゼネラルカバレッジ受信部。

3. オールモード（SSB,CW, AM, FM, FSK）を実装。

4. 万全の混信除去機能。

eSSBスローフチューン

・CWVBT

・ノッチ(lOOkHzIFノッチ）

・AFチューン

•CW ピッチ可変回路

・ウッドペッカーノイズに有効なノイズプランカー

・メインツマミと同様、光学式エンコーダーによる

lOHzステップ ±9.99kHz可変の RITおよび XIT

内蔵

・過大入力時の飽和を防ぐ 4段切替え（ 0, 10, 20, 

30dB)RF ATT 

＝低歪率高信頼性の送信部＝

1. 低歪を実現させるため電源電圧は 28Vを採用。

2. セミブレークイン方式に加えてフルブレークイン方

式も可能。

3. オートアンテナチューナー内蔵。

4. RFスピーチプロセッサーを内蔵。

＝マイク口・コンビューターを駆使した豊富

なデジタル機能＝

1. 自動早送り機能付 VFO。

2. A/B 2VFO内蔵。

3. 10キーによる周波数ダイレクトエンタ一機能。

4. 40チャンネル・メモリ一内蔵。

5. 2種類の周波数スキャン機能。

・フ。ログラムスキャン

・メモリースキャン

＝最高級機にふさわしいデザインおよび機

構設計＝

1. デュアルディスプレイの採用。

・大型 2色けい光表示管を採用したメインディスプレ

ィ

・16桁 2行の液晶ドットマトリックス使用サプディス

プレイ

2. 24時間表示の時計を内蔵。

3. AC電源からスピーカーまで内蔵したオールインワ

ンタイプ。

・梱包材（ダンボール箱について）

本機を移動して運用するときや，アフターサーピスの

ご依頼時，本機を相包しているダンボール箱（内外装）

をご｛吏用ください。

・付属品

TS-940には次の付属品があります。

お確めください。

口取扱説明書・

口保証書

口 AC電源コード…………....・ H ・－－……・…...・ H ・.. . . 1 

口 ヒューズ（Sタイプ6A,Vタイプ4A）………… 1

c 7PDINプラグ・
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一一 2. ご使用の前のご注意

2司 1. 設置

直射日光をさけ，乾燥した風通しの良い場所を選んでく

ださい。

‘、h』

本機には、放熱用ヒートシンクが背面についていますの

で背面を、あまり壁などに接近させると放熱効果が低下

しますのでご注意ください。

セットの横にマイクを近づけるとノイズの影響を受ける

ことカ｛あります。

i 
2-2. クーリングファンの動作

TS-940Sタイプには，電源部及びファイナル部に強

制空冷用のクーリングファンが内蔵されています。（V

タイプは電源部のみ内蔵）

クーリングファンは放熱器の温度が上昇すると動作し

放熱器の温度が下がりますと停止します。

放熱器のある背面パネル周辺は放熱しやすくなるよう

に設置してください。

なお，クーリングファンは本体が送信，受信にかかわ

らす，放熱器の温度を検出して動作するようになってい

ます。

4 

2-3. 前脚の引き出し方

TS-940の前脚を高くしてセ y トを斜めにすることがで

きます。前脚を左に回して引くと足が伸びますので，その

まま右に回すとロックされます。前脚を縮めるときは左に

回して押し込んでから右に回すとロックされます。

前脚の引き出し方

2-4. アマチュアバンドについて

HF（短波）帯におけるアマチュアバンドの使用周波数

区分は下表のようになっています。

また， JARL（日本アマチュア無線連盟）ではアマチュ

アバンド内にフォーンバンドを制定しています。電話（本

機の場合 SSB）で運用する場合は，ルールに従って運用

されるようお願いいたします。

バンド 周波数範囲（MHz) cwバンド（MHz) フォーンバンド（MHz)

1.9 MHz帯 I. 9075～ 1.9125 1.9075～ 1.9125 

3.5 MHz帯 3.500～ 3.575 3.500～ 3.525 3.525 -3.575 

3.8 MHz帯 3. 793 -3.802 3.793～ 3.802 3.793 -3.802 

7 MHz帯 7 .000 -7.100 7.000～ 7.030 7.030 -7.100 

10 MHz帯 10.100～10.150 10.100～10.150 (10.100-10.150) 

14 MHz帯 14.000～14.350 14.000 -14.100 14.100～14.350 

18 MHz帯 18.068～18.168 18.068～18.168 18.110 -18.168 

21 MHz帯 21.000～21.450 21.000～21.150 21.150 -21.450 

24 MHz帯 24.890～24 .990 24 .890～24.990 24.930～24.990 

28 MHz帯 28.000～29. 700 28.000 -28.200 28.200 -29. 700 

※11. 9 MHz帯｜は， CW（電信）運用のみができます。した

がってこの運用を行うには，電信級， 2級， l級アマ

チュア無線技士以上の資格が必要です。

※110 MHz. 14 MHz. 18 MHz帯｜を運用する場合は 2級アマ

チュア無線技士以上の資格が必要です。



2-5. アンテナの接続

HF帯の固定局用アンテナは，アマチュアバンド用ア

ンテナのご使用をおすすめします。

ご自分の使用する目的，環境条件等を考慮して最適な

アンテナを選んでくださし、。 HF用アンテナは形状もか

なり大きく，台風時等の風間対策は，完壁にしておくこ

とが必要です。

本機のアンテナインピーダンスは， sonになっていま

す。アンテナへ接続する同軸ケープルは， 3D-2V,5D-2V, 

8D-2Vまたは RG-8/U等をご使用くださし、。特にアン

テナと送信機の聞が長くなる場合は，太い同軸ケープル

(5D-2V, 8D-2V等）のご使用をおすすめします。

ご注意

アンテナと同軸ケーブルのインピーダンスが合わな

い場合 TVIBCIの原因になることがあります。

アンテナの説明書を良く読んで，同軸ケーブルなど

を選んでください。

2-6. アース（接地）について

感電事故などの危険を未然、に防ぐためにも，またスプ

リアス轄射を少なくして，質の良い電波を発射するため

にも，良好なアースをとることは，大切なことです。市

販のアース棒，銅板などを地中に埋め，十分に太い線で，

できるだけ短かくセットの GND端子に接続してくださ

い。場合によっては，水道管（プラスチックの水道管は

利用できませんので注意してください）がよいアースと

して利用できますが，ガス管，配電用のコンジ、工ツトパ

イプなどは，絶対に使わないよう注意してください。

ビームアンテナ

グランドプレーンアンテナ

ダイポールアンテナ

固定アンテナについて

金属パイプ

水道管

叫f巴
ガス管

3. ご使用前の準備

電源について

電源のとりかた（AC電源コード）

付属の ACコードを使用し，ご家庭の100V電源に接

続してください。

POWER（電源）スイッチが OFF，スタンパイスイッ

チが REC（受信）になっているのを確かめた後に付属の

電源コードを接続します。

ご注意

送信状態のままで POWER（電源）スイッチを ONに

することは絶対に避けてください。

OFF且

晶、，oa F"ULL M胸酬

門

U
門

unu 

門

U』且 MAN SE.酬 oi::冒 NOR 

¥ KENWOOD I ¥ H• TRANSCEIVER TS-9405 

REC且 十日-0⑬；：， 窃ユ；~：，

電源コードを接続する前の正しいセットの状態。
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4. 各部の名称、とその働き

トップカバーの部

① 

① 

① 

③⑪⑪  

① CAR LEVEL （キャリアレベル）ツマミ

cw運用時のキャリアレベルを調整するツマミです。

② FM MIC GAIN （マイクゲイン）ツマミ

FM運用時のマイクアンプの利得調整です。

正面

背面

6 

③メモリー・パンク切替スイッチ

メモリーチャンネルを10チャンネルずつ4グループに分けること

ができます。

④ SUB DISP. CONTRAST（サフ‘テeィスプレイコントラスト）ツマミ

サブディスプレイの表示状態を濃くしたり，薄くしたりすること

ができます。右ヘ回すと濃くなり，左へ回すと薄くなります。調

整は小さなドライパーで行なってください。

⑤ CAL （マーカー）スイッチ

受信状態で ONにすると内蔵の発振器により100kHzごとにマー

カ一信号を受信することができます。

また、標準電波（JJY）と内部の基準周波数を校正する際にも使

用します。

⑥表示桁スイッチ

デジタル周波数表示の桁を10Hzと100Hzに切替えます。

⑦アナログ・スケール切替スイッチ

アナログスケールのレンジを 1MHzと100kHzに切替えます。

⑧ voxコントロールツマミ

①GAIN: VOXアンプの利得を調整するツマミ

@DELAY：遅延時聞を調整するツマミ。ANTI：スピーカ音により voxが動作しないように調整しま

す。

正面

① voxスイッチ吟24頁

② POWER （電源）スイッチ

③ cwブレークイン切替スイッチ吟23頁

④ MONI （モニター）スイッチ吟8頁、 10頁、 14頁、 16頁

⑤ TIMER （タイマー）スイッチ吟37頁

⑥ DIM （ディマー）スイッチ時19頁

⑦ ATT （アッテネーター）スイッチ吟24頁

⑧ AGCスイッチ時25頁

⑨メーター吟20頁

⑩ METER （メーター）スイッチ吟20頁

⑪メインディスプレイ

⑫ F. LOCKインジケーター吟19頁

⑬ ON AIRインジケータ一時19頁

⑩ VFO Aインジケーター吟19頁

⑮、⑪ ANTTUNE （アンテナチューナー）インジケーター吟19頁

⑩ VFO Bインジケータ一時19頁

⑩ MEMO （メモリー）チャンネルインジケーター吟19頁

⑩ SPLITインジケーター吟19頁

⑩ RITインジケーター吟19頁

⑪ XITインジケータ一時19頁

⑫ NOTCHインジケーター吟19頁

⑮ MS （メモリースキャン）スイッチ吟33頁

⑩ CLOCKスイッチ吟35頁

⑮サフ‘テeイスプレイ吟35頁

⑩ PG.S （プログラムスキャン）スイッチ吟33頁

⑫ GRAPH （グラフ）スイッチ吟35頁、 36頁

⑮ HOLD （ホールド）スイッチ吟33頁

⑮ SCROLL （スクロール）スイッチ吟34頁、 35頁

⑩ SET （セット）スイッチ吟35頁

⑩ M .CE （メモリークリアー）スイッチ吟34頁

⑨ RITスイッチ吟26頁

⑩ RIT/XITツマミ吟26頁

⑩ NOTCHツマミ吟22頁

⑮ XITスイッチ吟26頁

⑩ SQL （スケルチ）ツマミ時9頁、 13頁、 15頁、 17頁

⑨ CLEARスイッチ吟26頁

背面

①アンテナコネクター

M型アンテナ端子です。インピーダンスは500です。

② GND （アース）端子

本機をアースする端子です。なるべく太い線で短く大地に接続し

ます。

③ RX ANT端子／切替スイッチ

外部受信機の接続端子です。使用アンテナの信号を受信のみ出力

します。使用時はスイッチを ONしてください。

④トランスパーターコネクター

トランスバーター接続用コネクターです。

⑤リモートコネクター

リニアアンプを組み合わせて運用する場合の接続に使用します。

⑥ IF OUTジャック

1はIFフィルターの前からの出力です。（8.83MHz)

2はIF回路の最終段からの出力です。（100kHz)

⑦ PHONE PATCH （ホーンl'i＂／ チ）ジャック

日本では未だ認られていませんが、 IN端子でライン入力の送信

（ホーンパyチ）、あるいは低インピーダンス（6000）の音声入

力の送信に、また OUT端子はライン出力ですが、受信出力をイ

ンピーダンス6000のスピーカ一等でモニターする場合に使用し

ます。 SSTV等の入出力に利用できます。

⑩ RF (RFゲイン）ツマミ吟25頁

⑩ PITCH （ピッチ）ツマミ吟26頁

⑩ NOTCH （ノッチ）スイッチ吟22頁

⑩ AFTUNE （チューン）ツマミ時26頁

⑫ AF TUNE （チューン）スイッチ吟26頁

⑩ SEND/RECスタンドパイスイッチ吟9頁、 11頁、 15頁、 17頁

⑩ MIC （マイク）コネクタ一時7頁、 29頁

⑮ PHONES （フォーン）ジャック吟7頁、 29頁

⑩ AUTO/TH RUオートアンテナチューナ一切替スイッチ吟18頁

⑨ NAR/W旧Eフィルタ一切替スイッチ吟10頁、 12頁

⑩ NB1スイッチ吟22頁

⑩ NB LEVEL （ノイズブランカー）ツマミ吟22頁

⑩ NB2スイッチ吟22頁

⑪ PROC （プロセッサー）スイッチ吟24頁

⑨ PROCESSOR-INツマミ時24頁

⑮ PROCESSOR-OUTツマミ吟24頁

⑭ MIC （マイクゲイン）ツマミ吟9頁、 15頁

⑮ PWR （送信パワー）ツマミ時8頁、 10頁、 14頁、 16頁

⑮ MODE （モード）スイッチ、インジケーター吟8～17頁

⑨同調ツマミ吟8～17頁

⑮ T-F SETスイッチ吟20頁

⑩ A/8スイッチ時19頁

⑩ VOICEスイッチ吟19頁

⑪ F.LOCKスイッチ吟19頁

⑫ A=Bスイッチ吟19頁

⑮ SPLITスイッチ吟19頁

⑩ VFO/Mスイッチ吟31頁

⑮ 1MHzステップ切替スイッチ吟8～17頁

⑩ M砂VFOスイッチ吟33頁

⑪ M.INスイッチ時31頁

⑩ BAND （バンド）／KEY（テンキー） 8～17頁

⑩ AT.Tスイッチ吟18頁

⑩ ENT （エンター）スイッチ吟31頁

⑪ CWVBTツマミ吟21頁

⑫ AF （オーディオゲイン）ツマミ吟8～17頁

⑮ SSB SLOPE TUNE HIGH CUTツマミ吟21頁

⑩ SSB SLOPE TUNE LOW CUTツマミ吟21頁

⑧ RTTYジャック

FSK用キージャックです。

⑨ EXT SP （外部スビーカー）

外部スピーカ一端子です。

⑩ KEYジャック

cwを運用する場合、電けんを接続するためのジャックです。

⑪アクセサリ一端子

⑫電源 FUSE（フユーズ）

TS-940S は 6A

TS-940V は4A

⑮ AC電源コネクター

AC電源入力端子です。付属の電源コードをお使いください。



5. 運用…その 1

5-1. ヘッドホンとマイクロホンについて

ヘッドホン

ヘッドホンは当社の通信機用ヘッドホン HS-5,

HS-6をおすすめします。他のヘッドホンの場合は，イ

ンピーダンス 4-160のものを，ご使用くださし凡なお，

ステレオ用ヘッドホンもそのままご使用できます。

マイクロホン

マイクロホンは当社の MC-60/S8,MC-80, MC 85 

（高級スタンド形）のご使用をおすすめします。通常500

0でごイ吏用ください。

5-2. セットの確認

ご使用になるには，次の準備が必要です。

セットが囚～固の状態になっているか下図を参考に

して確認します。

＠ 
⑫c ~,, ~g; 

囚 POWERスイッチは OFFになっていますか？

図アンテナはつないでありますか？

（アンテナを接続しないで送信しないでください。）

固アースはつないでありますか？

回電源コードはつなぎましたか？

固正面パネルのスイッチ・ツマミは指示通りになって

いますか？

固 RXANTスイッチは OFFになっていますか？

[fil中央に（PITCH)

背面
直l 圃

E盟関富田周囲金到~

rn 
7 



5-3. SSBの運用

vox （ボックス）スイッチ⑦

－争24頁

vox運用する場合のスイッチです。

ATT（アッテネーター）スイッチ⑮

吟24頁

受信入力を10.20. 30 dBと減衰させる

ことカずできます。

NB（ノイズブランカー）
スイッチ／ツマミ⑥吟22頁

NB 1：パルス性ノイズが除去されま

す。

NB2：ウッドペッカーノイズが除去さ

れます。

AGCスイッチ⑦

吟25頁

SLOW: SSBの信号を受信する場合MONI（モニター）スイッチ⑦

送信信号をモニターすることができま

オートアンテナチューナ一切替
スイッチ⑦吟18頁

AUTO：アンテナチューナーを使用す

る場合

THRU：アンテナチューナーを通さな

い場合
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MIC （マイク）コネクター⑦

マイクロホンの接続端子です。

PROC （プロセッサー）
スイッチ／ツマミ⑦吟24頁

スピーチプロセyサ一回路を働かせる｜「 PWR(RFパワー）ツマミ⑦

時のスイッチです。 ｜｜送信出力が可変できます。

（受信）

囚電源を入れます。

固 メーター照明パイロットランプが点灯します。周波

数がディスプレイに表示されるので確認します。

回モードを合わせます。

（アマチュアバンドの場合、国際慣習上 7MHz以下

が匡亘E、10MHz以上が匝豆固です。）

8 

固 BAND（バンド）／KEY（テンキー）または 1MHzス

テップ切替えスイッチで希望のバンドにします。

固 AF（オーディオゲイン）ツマミで音量を調整します。

固同調ツマミで目的の信号が最も明瞭に聞こえるよう

に合せます。



NOTCH（ノッチ）
スイッチ／ツマミ⑥吟22頁

電信信号または連続ビート信号による

混信を減表させるときに使用します。

SQL（スケルチ）ツマミ⑥

スケルチ調整用ツマミです。右へまわ

すとスケルチが深くなります。

RF(RFゲイン）ツマミ⑥

受信機の高周波増幅段の利得調整をす

るツマミです。

通常は時計方向に回し切って最大感度

で使います。

AF（オーテeイオゲイン）ツマミ⑧

音量を調整するツマミです。適当な音

量でお使いください。

一一…濡舛回

E自~ IE自 Gm

Eヨ Eヨ~ ~ 
88[:] ~ 

品品占晶色
晶邑晶己記晶

古古五車問

AT.Tスイッチ⑦

アンテナチューナーをチューンモード

に設定するツマミです。

MIC（マイクゲイン）ツマミ⑦

マイクゲイン調整周です。右へまわす

ほどゲインは大きくなります。

SSB SLOPE TUNE⑥ 
（スロープチューン）ツマミ
吟21頁

IF帯域幅を上・下個別に可変すること

ができます。

voxコントロールツマミ⑦

吟24頁

GAIN : VOXアンプの利得を調整

するツマミ

DELAY ：遅延時間を調整するツマミ

ANTI ：スピーカー音により vox

が動作しないように調整し

ます。

トップカバーの部
CAR FM MIC 

Illf 』TiijCONTRAST BA唱K

CAL（マーカー）スイッチ⑥

受信状態で ONにすると内蔵の発振器

により 100kHzごとにマーカ一信号を

受信することができます。

また，標準電波（JJY）と内部の基準周

波数を校正する際にも使用します。

（送信）

圏マイクをつなぎます。

閣電源を入れます。

圏 メーター照明パイロットランプが点灯します。

周波数がディスプレイに表示されるので確認しま

す。

菌モードを合わせます。

（国際慣習上7MHz以下が日亙E、10MHz以上が

匝亙日です。）

圏 METER（メーター）スイッチを ALCに合わせま

す。

菌 PWR(RFパワー）ツマミを時計方向に最大にしま

す。

回 マ イ ク の PTTスイッチを押すか、スタンパイス

イッチを RECから SENDにします。

国マイクに向って話してみます。このときメーターの

指針の振れが音声のピークで、 ALCゾーンの範囲

を越えないように、 MIC（マイクゲイン）ツマミを調

整します。

l PTTスイッチ ON

近距離の局同志の場合

送信出力が変えられる POWERコントロールが付

いています。

PWR(RFパワー）ツマミを反時計方向に回すことに

より送信出力を下げることができますので近距離の

局同志の場合に有効です。

ALCの範図

9 



5-4. cwの運用
ATT（アッテネーター）スイッチ⑧

吟24頁
受信入力を10.20. 30 dBと減衰させる

ことができます。

MONI（モニター）スイッチ⑦

サイドトーンが動作します。

固II C2J 
VOX（ボックス）スイッチ⑦

吟24頁

cw運用時…ブレークイン運用するス

イッチです。

cwブレークイン切替スイッチ⑦

FULL（フルブレークイン）／SEMI（セミ

ブレークイン）の切替スイッチです。

NAR/WIDEフィルタ一
切替スイッチ⑮

IFの帯域幅を NAR（ナロー）／WIDE（ワ

イド）に切替えます。

（ナ口ーフィルターはオプションです。）

NB（ノイズブランカー）
スイッチ／ツマミ⑥吟22頁

NB1 ：パルス性ノイズが除去されま

す。

NB2：ウッドぺッカーノイズが除去さ

れます。

（受信）

回電源を入れます。

図 メーター照明パイロットランプが点灯します。周波

数がディスプレイに表示されるので確認します。

固モードを固にします。

回 BAND（バンド）／KEY（テンキー）または1MHzス

テップ切替えスイッチで、希望のバンドにします。

10 

I 1./.0 I 0.00 

「 PWR(RFパワー）ツマミ⑦一一一「

［送信出力が可変できます。 ｜ 

固 AF（オーデイオゲイン）ツマミで音量を調整します。

固同調ツマミで目的の信号が最も明瞭に聞こえるよう

に合せます。



AGCスイッチ⑮ NOTCH（ノッチ）
スイッチ／ツマミ⑮吟22頁

吟25頁

AGC回路の時定数切替えスイッチ
電信信号または連続ビート信号による

混信を減衰させるときに使用します。
FAST: CWを受信する場合，選局す

る場合

VBTツマミ⑧

吟21頁

PITCH（ピッチ）ツマミ⑮

吟26頁
cwの受信トーンを好みのピッチに可

変することができます。最初は中央付

近にしておくこと。

AF TUNE（チューン）
スイッチ／ツマミ⑥時26頁

cw運用時， AF周波数特性にピークを

持たせ目的外信号を滅衰させます。

ツマミでピーク周波数を可変します。

,R FM MIC 

LEtEL 叫NSUB凹 P MEMORY 

＂→ CONTRAST BAN' 到。幹
-vex CONTROLS- CAL 

受信 IFフィルターの帯域を標準状態か

ら連続して狭くすることができます。

また，ナ口ーフィルターを選択した場

合，帯域可変速度が遅くなります。

n:mn同L[二正J
SCALE 

!MHz TOOkMz 

E二戸

（送信）

菌電けんを背面パネルの CW.KEYに接続します。

＋ 

圏電源を入れます。

堕 メーター照明パイロットランプが点灯します。

周波数がディスプレイに表示されるので確認します。

関モードを固にします。

圏 METER（メーター）スイッチを ALCに合せます。

臨 PWR(RFパワー）ツマミを時計方向に最大にします。

圏スタンパイスイッチを SENDにします。

菌電けんを押し下げます。

ご注意

voxスイッチが入っていると、スタンパイス

イッチが， RECの状態のままでも電けんを押

し下げると送信となります。これをブレークイ

ン運用（23頁参照）といいます。

圏 メーターの指針の振れがALCゾーンいっぱいにな

るように CARLEVEL（キャリアレベル）を調整し

ます。

関送信が終了したら RECにします。

11 



5-5. AMの運用

NAR/WIDEフィルタ一
切替スイッチ⑥

IFの帯域幅を NAR/W旧Eに切替えま

す。

NB（ノイズブランカー）
スイッチ／ツマミ⑧吟22頁

NB 1：パルス性ノイズが除去されま

す。

NB2：ウッドペツカーノイズが除去さ

れます。

（受信） ..・ H ・送信はできません。

回電源を入れます。

固 メーター照明パイロットランプが点灯します。周波

数がディスプレイに表示されるので確認します。

固モードを圃にします。

固 BAND（バンド）／KEY（テンキー）または1MHzス

テップ切替えスイッチで希望のバンドにします。

固 AF（オーディオゲイン）ツマミで音量を調整します。

困同調ツマミで目的の信号が最も明瞭に聞こえるよう

に合せます。

12 

ATTスイッチ

i吋.2aa:aa
1 .. ,m,,m .. 111 .. ,m .. in .. Hi .. 

rn 

ご注意

混信が多い場合や弱い DX局を受信する場合は

NAR/WIDEスイッチを NARにしてください。受信

機の帯域幅は SSBと同じ 2.4kHzとなり，放送等を

受信すると高音域が聞こえにくくなりますが，混信

妨害が減り了解度が上がります。

ご注意

ローカルの大電力局を受信する場合は Sメータが振

り切れたり、音が歪んだりすることがあります。こ

のようなときには ATTスイッチにより、受信入力

を減衰させてください。

ご注意

NB LEVELを上げすぎると AM受信音が歪む場合

があります。 4～6以下程度でご使用ください。



NOTCH（ノッチ）
スイッチ／ツマミ⑥吟22頁

電信信号または連続ビート信号による

混信を減衰させるときに使用します。

込＼ [ID] I巴ヨ Eヨ巨E ~ 

〉：｜四回目 E回｜園高温·~
m同｜｜直白晶晶晶

汐函｜ピ雪芭~ι 回

：議＼
古古一白白白E

-0+ ' ~~t.F 

.::T SSB=L長話

；ニゴ餓

VBTツマミ⑮

吟21頁

SQL（スケルチ）ツマミ⑧

スケルチ調整用ツマミです。

右へまわすとスケルチが深くなります。

RF(RFゲイン）ツマミ⑧

吟25頁

受信機の高周波増幅段の利得調整をす

るツマミです。

通常は時計方向に回し切って最大感度

で使います。

受信 IFフィルターの帯域を標準状態か

ら連続して狭くすることができます。

また，ナ口一フィルターを選択した場

合，帯域可変速度が遅くなります。

AF（オーディオゲイン）ツマミ⑥

音量を調整するツマミです。適当な音

量でお使いください。

13 



MIC（マイク）コネクター⑦

マイクロホンの接続端子です。

ATT（アッテネーター）スイッチ⑥

吟24頁
受信入力を10.20.30dBと減衰させる

ことができます。

5-6. FMの運用

FM MIC GAIN（マイクゲイン）
ツマミ⑦

FM運用時のマイクアンプの利得調整

です。ツマミが7～8の間にあること

を確認してください。

MONI（モニター）スイッチ⑦

送信信号をモニターすることができま

す。

VOX（ボックス）スイッチ⑦

・ー24頁
vox運用する場合のスイッチです。
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（受信）

囚電源を入れます。

回 メーター照明パイロットランプが点灯します。周波

数がディスプレイに表示されるので確認します。

国モードを圃にします。

固 BAND（バンド）／KEY（テンキー）または1MHzス

テップ切替えスイッチで希望のバンドにします。

固 AF（オーデイオゲイン）ツマミの音量を調整します。

固同調ツマミで目的の信号が最も明瞭に聞こえるよう

に合せます。
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（送信）

圏マイクをつなぎます。

撞電源を入れます。

圏 メーター照明パイロットランプが点灯します。

圏モードを匡固にします。

SQL（スケルチ）ツマミ⑧

スケルチ調整用ツマミです。

右へまわすとスケルチが深くなります。

RF(RFゲイン）ツマミ⑮

吟25頁

受信機の高周波増幅段の利得調整をす

るツマミです。

通常は時計方向に回し切って最大感度

で使います。

AF（オーディオゲイン）ツマミ⑮

音量を調整するツマミです。適当な音

量でお使いください。

圏 PWR(RFパワー）ツマミを時計方向に最大にしま

す。

圏マイクの PTTスイッチを押すか、スタンパイス

イッチを RECから SENDにします。

近距離の局同志の場合

送信出力を変えられる POWERコントロールが付

いています。

PWR(RF パワー）ツマミを反時計方向に回すことに

より送信出力を下げることができますので近距離の

局同志の場合に有効です。

15 



5-7. FSK (RTTY）運用

27ページもごらんください。

CAR FM MIC 
LEVEL G "N 

目埼
玉：，~x ~~~JvRo~n－品／へ.，

聞事

CAL（マーカー）スイッチ⑮

受信状態で ONにすると内蔵の発振器

により 100kHzごとにマーカ－f言号を

受信することができます。

また，標準電波（JJY）と内部の基準周

波数を校正する際にも使用します。

（受信）

囚 RTTY装置を接続します。

固電源を入れます。

MONI（モニター）スイッチ⑦

送信信号をモニターすることができま

す。

ATT（アッテネーター）スイッチ

吟24頁

受信入力を10.20. 30 dBと減衰させる

ことができます。

「；：：~：：~：：立ミ一寸

固 メーター照明パイロットランプが点灯します。周波数がディスプレイに表示されるので確認します。

固モードを巨罰にします。

固 BAND（バンド）／KEY（テンキー）または 1MHzステップ切替えスイッチで、希望のバンドにします。

固 AF（オーディオゲイン）ツマミの音量を調整します。

回同調ツマミで目的の信号が正しく復調されるように合わせます。

16 



NOTCH（ノッチ）
スイッチ／ツマミ吟22頁

電信信号または連続ビート信号による

混信を減衰させるときに使用します。

国

VBTツマミ

吟21頁

SOL（スケッチ）ツマミ

スケルチ調整周ツマミです。右へまわ

すとスケルチが深くなります。

RF(RFゲイン）ツマミ

吟25頁

受信機の高周波増幅段の利得調整をす

るツマミです。

通常は時計方向に回し切って最大感度

で使います。

AF（オーディオゲイン）ツマミ

音量を調整するツマミです。適当な音

量でお使いください。

受信 IFフィルターの帯域を標準状態か

ら連続して狭くすることができます。

またナローフィルターを選択した場合，

帯銭可変速度が遅くなります。

（送信）

閤背 面 の RTTYジヤツクに RTTYKEYを接続しま

す。

麹電源を入れます。

関メーター照明パイロットランプが点灯します。周波

数がディスプレイに表示されるので確認します。

鴎モードを匡E にします。

関 METER（メーター）スイッチを ALCに合せます。

関スタンパイスイッチを SENDにします。

関 PROCESSOR-OUTツマミを調整して，メーター

の振れを ALCゾーン内で振れるように調整します。

堅調 RTTY装置キーボードを操作します。

ご注意

FSKでも最大出力で運用できますが，一回の連続

送信時間は最長 1時間以内とし，送信後は十分な受

信時聞をとってください。長時間連続運用する場合

は PWR（送信パワー）ツマミにより50W程度にパ

ワーダウンしてお使いください。
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6. オートアンテナチューナーの使い方

オートアンテナチューナーは20n 150 n (SWR約2.5

: 1 ）の範囲で向調を取ることができます。接続するア

ンテナ系の SWRが整合範囲外の場合は無理に同調をと

らずにアンテナ系を調整してからご使用ください。なお，

Sタイプはチューニング中，送信電力が自動的に約lOW

となります。

AUTO/TH RUスイッチ

ATインジケーター
TUNEインジケーター

AT. Tスイッチ

ディスプレー表示

(1) 
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ANTENNA TUNER 
AUTO TUNE READY 

(2) 

ANTENNA TUNER 
TUNING . . . ! ! 

(3) 

TUNING FINISHED 
TX-READY 

ANTENNA TUNER 
NO MATCH 

アンテナチューナーは SWR値の高いアンテナの SWR

値を低くすることができますが，電力を有効に空間に送

り出すためには正しく調整された SWR値の低いアンテ

ナを使うことが重要です。

1. AUTO/THRUスイッチを区豆ヨにします。

2.ATインジケーターが点灯します。

注．送信中に AUTO/THRUスイッチを操作しでも

ATインジケータの状態（点灯 or消灯）は変化し

ません。

3.区白スイッチを押すとサブディスプレイは，（1）を

表示し送信準備状態となります。

4. 3秒以内に匡団スイッチで、送信にしてください。

TUNEインジケーターが点灯し，（2）が表示され

チューニングが始まります。但し，送信しない場合

は約 3秒後に自動的に送信準備状態が解除されま

す。
5.チューニングが終わると（3）が表示され（約 3秒間）す

ぐに送信することができます。

注．チューニングがスタートし，約30秒しでもチュー

ニングが終わらない場合は（4）の表示が出ます。こ

の場合は匡団スイッチを受信に戻し再び送信

してください。再送信をすることにより、チュー

ナーが同調点を見つけやすくなります。

何回かくりかえしてもチューニングが終わらない

場合は、アンテナ系統を点検、調整してください。



7. 運用…その 2

7-1. 周波数と BAND（バンド）切替え

・⑪メインディスプレイ

運用周波数を10Hz台まで（RIT周波数は士9.9kHzま

で）表示します。トップカバー内のスイッチにより 100

Hz台までの表示にすることもできます。表示桁を100Hz 

にしても、デジタル VFOのステップは10Hzで変わりま

せん。アナログスケールは20kHzステップ（1MHz幅）で

表示します。トップカバー内のスイッチにより 2kHzス

テップ（100kHz幅）にすることもできます。

・⑪同調ツマミ

このツマミによって周波数をセットします0

・⑩ BAND（バンド）／KEY（テンキー）スイッチ

1 . 9MHz -29. 7 MHzまでの全アマチュアバンドを10バ

ンドに切替えることができます。

・⑮ 1MHzステップスイッチ

バンドを 1MHzステップで切替えるスイッチです。

回のスイッチで 1MHzづっ上り，国図のスイッ

チで 1MHzづっ下ります。押し続けると自動的に UPま

たは DOWNを続けます。

7-2. 各種インジケーター

・⑫ F.LOCKインジケーター

F.LOCKスイッチ⑪を ONした時に点灯します0

・⑩VFOAインジケーター

VFO Aが動作中に点灯します0

・⑩VFOBインジケーター

VFO Bか勤作中に点灯します。

・⑩ MEMO（メモリー）チャンネルインジケーター

メモリーチャンネルでの運用を表示するもので，

VF'O/MEMO（メモリー）切替えスイッチ＠で MEMOにし

た時に点灯します。

・⑩ RITインジケーター⑮

RITスイッチ＠を ONにすると点灯します0

・⑮XITインジケーター＠

XITスイッチ＠を ONにすると点灯します。

・⑮ ONAIRインジケーター⑦

送信状態になりますと点灯します。

・⑮，⑪ANTTUNE（アンテナチューナー）インジケーター⑦

オートアンテナチューナーの動作を表示するインジ

ケーターです。アンテナチューナーが動作中は点灯しま

す。消えるまでお待ちください。

・⑫ NOTCH（ノッチ）インジケーター

NOTCHフィルターの ON, OFFを表示するもので，

NOTCH（ノッチ）スイッチ⑩がONの時点灯します。

・⑥ DIM（テeィマー）スイッチ

メインディスプレイおよびメーター照明を暗くするス

イッチです。

7-3. FUNCTION （ファンクション）スイッチ動作

送・受信のコントロール切替え用スイッチ群です。

・⑩E豆田スイッチ

たすきがけ運用時に送信周波数を受信チェックするた

めに使用します。送信時は動作しません。

・⑮区亙スイッチ

VFOのAとBを切替えるスイッチです。

VFOのAとBのモード， RIT, XITは独立しています0

・⑩匡E国スイッチ

VFOのA とBのたすきがけ運用をするときに ONし

ます。 ONすると SPLITインジケータが点灯します。

・⑮区王国スイッチ

運用 VFOに他の VFO周波数を一致させるスイッチで

す。 RIT, XIT，モードも同じになります。

・⑪~霊園スイッチ
周波数可変操作を電気的に固定するスイッチで，この

スイッチを ONしておきますと，同調ツマミ（VFOA, B 

共に）や BANDスイッチを操作しでも周波数は動きませ

ん。長時間同じ周波数を運用する場合にご使用ください。

なお F.LOCKスイッチ ON時も RIT/XITは動作します。

スイッチ ON時は， F.LOCKインジケーターが点灯しま

す。

⑩匝週スイッチ

オプションの VS-1を取り付けると、運用周波数が電

子音声によって知ることができます。表示を見字、に周波

数を知りたいときは、~スイッチを押します。周
波数は次のように発声されます。
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表示が14.200. 00 kHzを表示している場合。

いちょんてんにゼロゼロゼロゼロ

〈注＞~スイッチを押しでも、 VS-1 が作動しない

時は、 POWER（電源）スイッチを一度切って、もう

一度入れ直してください。

7-4. 2・VFO操作

TS-940には、 VFOA、Bの2-VFO機能が内蔵され

ております。運用 VFOAおよびBはインジケーターで

表示されています。

FUNCTIONスイッチの区亙スイッチ⑮で、 VFO:

A、VFO:B、さらに匡王国スイッチ⑬で受信周波数

と送信周波数を異なる周波数に設定できます。したがって

受信機と送信機をそれぞれ2台ずつ操作しているような高

度の運用を楽しむことができます。

!SPLIT！スイッチ 受 信 送 信

ON A B 
OFF A A 
OFF B B 
ON B A 

VFO:A、Bをそれぞれ異なるバンドに設定しての運

用もできますし（例えば VFO:Aは7M百z、VFO:B 

は14MHz）、同一バンド内で VFO:A、Bを使用するこ

ともできます。さらに VFO:A、Bをメモリーとして

も使用できます。

例 相手局とのスケジュール周波数を VFO:Bにメモリー

しておいて、相手局が出てくるまではVFO:Aで交信し

ます。このようにVFO:A、Bの切り替えがワンタッチで

できますので能率のよい運用が楽しめます。

ご注意

匡E回スイッチが ONの場合に送信側 VFOが送

信可能周波数からはずれていると、送信しでも送信

状態とはなりませんのでご注意ください。

7-5. T-F SET操作

1. たすきがけの操作時の送信周波数の設定及びチェツ

クがこのスイッチを押すだけでできます。

VFO: A、Bによる SPLIT運用の時、このスイッ

チを押すと、送信用の VFOが働き，表示も送信周波

数となります。（受信状態のまま）この状態で同調ツマ

ミで送信周波数を設定します。送信時は動作しません。
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2. スイッチを離すと、 FUNCTIONスイッチで設定し

た通りの動作に復帰するので、 DXペデイション局等

のスプリット周波数、 QSOの際に誤ってペディショ

ン局の周波数で送信してしまうような誤操作を未然に

防止し、また DX局を射止める最適な送信周波数をす

ばやく設定できます。

3. RIT. XIT等により送信・受信周波数が異なる場合

には常に動作します。

7-6. メーター

・⑨メーター

メーターは 7種類の表示をする機能をもっています。

受信時には Sメーターとして動作し，受信信号強度を

1-9, 9 +20dB, 9 +40dBおよび 9+60 dBの目

盛によって表示します。また，送信時には METER

（メーター）スイッチ②の切替えによって 6種類の表示

を行います。

・⑩ METER（メーター）スイッチ⑦

METERスイッチ②により送信時のメータ一指示

を次のように切替えることができます。

•COMP ：スピーチプロセッサーを働かせたとき，コン

プレッションの量を指示します。

• ALC: ALC位置では送信部の ALC電圧を監視します。

メータ一指針がALCゾーンを越えないように， SSBの

時はMICツマミ②を， cwの時はCARツマミ①を調整

してお使いくださし1。また， FSK運用時およびスピーチ

プロセッサー動作時は， PROCESSOR-OUT（出力レベ

ル）ツマミ＠を調整してお使いください。

• POWER : TS-940の送信出力（進行波）を指示します0

•SWR:SWR の値を指示します。

• le：ファイナルトランジスタの IC（コレクタ電流）を指

示します。 leメーターは使用する電流値付近で調整さ

れていますのでアイドリング電流等の微小電流では正

しく指示しない場合があります。

• Ve ：ファイナルトランジスタの vc（コレクタ電圧）

を指示します。



混信除去機能

・⑮，⑩， SSBSLOPE TUNEツマミ

SSB受信時， IFの帯域を見かけ上変化させ，混信を

除去するものです。

・⑮， SSBSLOPE TUNE HIGH CUTツマミ

HIGH CUTツマミを矢印方向へ回しますと，

7-7. 

SSBモード

信

こ
受

AF出力の高音部からの混信を除くことができます。

の結果，音質的にはハイカットの音になります。

・⑩， SSBSLOPE TUNE LOW CUTツマミ

LOW CUTツマミを矢印の方向に回しますと， kHz -I fa + I 6+  2 

BFO 

…一一

-2 kHz to +1ム ＋2

BFO 

州

主

ち

は

い

可……。

-2一l受信
ー，
'--AF出力の低音部からの混信を除くことができます。

の結果，音質的にはローカットの音になります。

＊このツマミによる帯域変化の様子はサフゃディスプレイ

によっても見ることができます。サブディスプレイを

利用するには，匡亘国スイッチを押します。

詳しい説明は36頁の“グラフイック表示”をご覧ください。

SSB SLOPE TUNE(HIGH CUT, LSB) 
ツマミの働き

ーー一ーーー 455kHzフィJレター
ーーーーー－ 8. 83 MHzフィJレター

dB 

cwモード

・⑪， CWVBT(Variable Bandwidth Tuning）ツマミ

このツマミは cw受信時 IFの中心周波数を変えずに

通過帯域幅を変化させて混信を除去させるものです。

通常帯域幅は時計方向に回しきったときが最大になっ

ており，反時計方向に回すことによって IFフィルター

の通過帯域幅を連続的に狭くすることができます（中心

周波数は一定）。右図に動作の概略を示します。

可変範囲は使用フィルターによって異なります。

フィルターの帯域幅が2.4 kHzのとき（オプションフィ

ルターなし）可変範囲は約600Hz～約2.4kHzです。

オプションフィルタ－ YK-88C-1 (8. 83 MHz，通過

）
 

噌

E
4（
 

受
信
信
号

kHz 

VBTツマミの｛動き
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to + Iム十 2kHz -2 I to + Iム ＋2

BFO BFO 

CW VBT CW VBT 

窃 議NARROW NORMAL NARROW NORMAL 

8. 83 MHzと455kHzの両IFフィルターの通過帯域を等価

的に交差させ，帯域幅を狭くして，混信信号を追い出すこ
とができます。

-2 -I 

帯域幅500Hz) 

YG-455C-1 ( 455 kHz，通過帯域幅 500Hz）を挿入した

ときは500Hzの帯域幅から，約150Hzの帯域幅にする

ことができます。

＊このツマミによる帯域変化の様子はサブディスプレイ

によっても見ることができます。サプディスプレイを

利用するには，巨亙国スイッチを押します。詳し

い説明は36頁の“グラフイツク表示”をご覧ください。

注： VBT機能は cw、AM、FSKの各モードで働きます。

但し cw、FSKモードでは NAR/WIDEスイッチ

の NAR側ではオプションフィルターを入れないと

VBT機能は動作しません。 AMモードでも WIDE

側ではオプションフィルターを入れないと VBT機

能は動作しません。

(2) 



・⑩NOTCHツマミ

受信している帯域内に， cwのような単信号の混信が

ある場合， NOTCHスイッチを ONして， NOTCHツマ

ミでピート混信が最小となるように調整してください。

NOTCHツマミは中央で約1.5 kHzのピー卜混信を除

去できるように調整され， USB,CWの場合は時計方向

に回すことにより 1.5 kHzより高いピート混信を除去す

ることができます。

LSB、FSKの場合は逆となります。

FM以外の全モードで動作します。

7-8. NB （ノイズブランカー）

・⑩ NB1（ノイズブランカー 1）スイッチ⑩

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイ

ズの多い時に使用しますと，ノイズが抑圧されて微弱な

信号も快適に受信できます。 NBLEVEL（レベル）ツマ

ミによって動作レベルを可変することができます。

・⑩NB2（ノイズブランカー 2）スイッチ⑮

ウッドベッカーノイズが気になりましたら ONしてく

ださい。

なお NB2が動作すると，信号のプランキング時聞が

長くなりますのでプランキング音が発生しますが，これ

は異常ではありません。

NB2スイッチは，ウッドベッカーノイズがない場合，

OFFにしておくことを，おすすめします。

（なお， NB2スイッチのみを ONにすると， NBlも自

動的に ONとなります。）

ご注意

ウッドベッカーノイズの種類により効果の少ない場

合もあります。

・⑩NBLEVEL（レベル）ツマミ＠

ノイズプランカーの動作レベルを調整するツマミで

す。受信状況やノイズに応じて適当なレベルに合わせて

ください。
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-2 ーl lo +I 6+2 kHz 

BFO 

一
B

中。一一ノッチ OFF

ノッチ回路の動作（LSBモードの場合）

NB 1 NB 2 

Eコ Eコ
NB LEVEL 

2 8 

。 10 



ゼロイン操作

cw運用において相手局の電波と自局の発射する電波の周波数を一致させることをゼロインといいます。 TS-940では

次の方法により，相手局にゼロインすることが可能です。

7-9. 

MON！（モニター）スイッチを MON！にします。

もし voxスイッチがONになっていればvoxを

解除し，受信状態で電けんを押しさげます。

国スピーカーからサイドトンが聞こえます。

囚メインツマミを調整し，相手局の受信ピッチがサ

イドトーン周波数と等しくなるようにするとゼロイ

ンは終了です。

回

図
主＠一一一～⑬一一⑬一

コ中一一沼一一品目由一

亡章一一日開一一

削
川
4
0
一一一。

制一一一日…。｝＠一

[4J 

回

ブレークイン運用

voxスイッチを入れ， cw運用時スタンパイスイッチを REC位置にしたままで，電けんを押しさげると自動的に送信

状態に移ります。この機能をブレークイン運用といいますが， TS-940ではつぎの 2種類の方式ができます。

注：セミ又はフルブレークインのとき cw以外のモードとのスプリット運用はできません。

7-10. 

本機には，サイドトーン発振回路が内蔵されていますから MONIスイッチを

MONIにすることによりキーイング時のモニターができます。セミブレークイン

電けんを押しさげると自動的に送信状態に移り，上

げても一定時間（VOXコントロールの DELAYツマミ

で可変できる）は送信状態が保持されます。

voxにします。

RECにします

フJI，ブレークイン
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電けんを押しさげると自動的に送信状態となり上げ

るとただちに受信状態に戻ります。従って cw運用時

にキーイングの時でも信号を受信できます。

ご注意

1.背面の REMOTE端子へ DINプラグを挿入す

ると内部のリニアコントロールリレーが送信

時，動作します。フルブレークインの場合は

電けんを押しさげるごとにリレーが動作しま

すので，静かな運用をご希望の場合は RE-

MOTE端子へ DINプラグを挿入しないで運

用してください。

2.別売品のリニアアンプ（TL-922）はフルプレー

クインでの運用はできません。

voxにします

FULLにします



7-11. vox説明

・①voxスイッチ⑦

vox運用する場合（SSEFM運用時）およびプレー

クイン運用する場合（CW運用時）のスイッチです。

ONでvoxまたはプレークイン機能が動作します。

・cVOXGAINツマミ⑦

voxを運用する場合の voxアンプの利得を調整す

るツマミです。

vox動作が最適になるように調整してください。

・I@DELAYツマミ⑦

vox運用時，遅延時間を調節するツマミです。適当

な位置にしてお使いください。

• (jj ANTI VOXツマミ⑦

vox運用をする場合スビーカーより出た音のため

voxが誤動作する場合があります。スピーカー音より

voxが動作しないように調整します。（なお，ヘッドホ

ン接続時はANTIVOXは動作しません）

子12. プロセッサ一説明

・⑪ PROC（プロセッサー）スイッチ⑦

SSEで送信時，このスイッチを ONするとスピーチ

プロセッサーが働きます。

・⑫ PROCESSOR-IN（入力レベル）ツマミ⑦

スピーチプロセッサ一回路への入力レベルを可変する

ツマミです。

このツマミより，コンフレッションレベルを可変で、きま

す。

なお，コンプレッションレベルは， 10dB以内でお使

いになることを，おすすめします。

・⑮ PROCESSOR-OUT（出力レベル）ツマミ⑦

プロセッサー出力レベルを調整するツマミです。

ALCのゾーン以内で調整してお使いください。
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7-13. その他の機能

・⑦RFATTスイッチ

数100m以内で，送信機を動作させた時などのように

非常に強力な電波が入感すると，その信号が近接周波数

の場合は，目的の受信信号がブロックされたり，直接受

信する周波数の場合は， Sメーターが振切れてしまった

りすることカfあります。このようなとき， RFATTス

イッチを切替えることにより， RFアンプへの入力信号

は10,20，または30dB減衰し，強力な信号による妨害

が除去されて，歪のない安定した受信状態にすることが

できます。

ATT 

0 



・⑩RFGAINツマミ

このツマミは，時計方向に回しきった位置において，

高周波増幅段の利得は最大感度となっています。した

がってこのツマミを反時計方向にまわすことにより，高

周波増幅段の利得を連続的に減少させることができま

す。また同時に Sメーターが振れ出し，反時計方向に回

し切るとメーターの指示は，振り切れ，信号もノイズも

聞こえなくなります。

このツマミの使い方は，信号を受信している場合，そ

のSメーターの振れと同じか，やや少なめになるように，

このツマミを回して調整します。こうしますと信号の切

れ目のノイズが減少し，聞きやすくなります。この場合

でも， Sメーターの指示は正しい値を示します。安定し

た受信状態の時お使いになると効果的です。

通常，このツマミは時計方向に回しきり，最大感度で

使用します。

・⑧AGCスイッチ

このスイッチは， AGC回路の時定数切替えと AGC

回路を OFFさせる働きを持っています。

(AM, FMモードでは AGCスイッチは動作しませ

ん。）

一般的には次のように切替えて使います。

OFF：極めて弱い信号を受信する場合。この場合， Sメー

ターは振れなくなります。

FAST: CWを受信する場合や同調ツマミを早く回して

選局する場合。

SLOW: SSBを受信する場合。

RFツマミと AGCスイッチを同時に使う方法

ローカル局のような強力な電波が，受信している周波

数付近に出てきますと，その電波により Sメーター（妨

害信号により AGC電圧が発生してくる）が振れて，妨

害を受けることがあります。このような場合は， RFツ

マミを回して，受信している信号のピーク付近に， Sメー

ターの指針が固定されるように合わせ， AGCスイッチ

をOFFします。そうしますと，妨害信号による AGC

電圧の発生がなくなり，了解しやすくなります。

2 

AF毛トRF

2 8 

10 

AGC 
FAST 

OFF I SLOW 

AF毛トRF AGC 
FAST 

OFF I SLOW 

8 

10 
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・⑩RIT/XITツマミ

1. RIT(RITスイッチを ON)

送信周波数を変えずに受信周波数を ±9.99 kHz（表

示は±9.9 kHzまでです。）まで動かすことができます。

交信の相手局の周波数がずれているような場合に

[Rillスイッチを ONにし RITツマミにより，受信周

波数を相手局に一致させることができます。 OFFに

するときは、 [Rillスイッチをもう一度押します。

2. XIT(XITスイッチを ON)

受信周波数を変えず送信周波数を士9.99 kHz （表示

は±9.9 kHzまでです。）まで動かすことができます。

RITで送信周波数を変えずに受信周波数を動かした

場合，そのままの状態で送信すると相手局にずれたま

まの周波数で送信することになります。そのような時

同調ツマミで変えることなく，匿Eスイッチを押す

だけで済みます。 lxIT1スイッチをもう一度押すと、

XITはOFFになります。

RIT.XITは、それぞれのスイッチを ONにしなく

てもあらかじめ RIT/XITツマミにより周波数を設定

しておくことが出来ます。 RIT/XITによるシフト量

をOにするときはru互Eスイッチを押します。

設定周波数はディスプレイ上に表示されます0

・⑩AFTUNEスイッチ

cw受信の時， AF周波数特性にピークを持たせ希望

する信号を浮き上がらせて受信できます。

このスイッチを ONにし， AFTUNEツマミを回して希

望する信号が最も良く聞こえる所に合わせます。

・⑩ PITCHツマミ

cw受信の時， PITCHツマミを回して，受信トーン

を好みのピッチに可変することができます。このツマミ

はcw時のみ有効です。
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RIT-XIT－ーーCLEAR

亡コ EコEコ
RIT/XIT 

ご注意

RITスイッチか XITスイッチの何れか一方が ONの

場合は，送信周波数と受信周波数がずれます。通常

受信するときは，必ず RITスイッチを OFFとし，

相手局の周波数がずれた場合のみ使用するようにし

てください。

希望波

妨害波 ノイスe

（空間ノイズ IF

ノイズなど）

低周波信号のスペク卜ラム

AF-TUNE 

PITCHを｝－AFTUNE 

2 8 

。 10 



7-14. RTTYについて

右図のようにキーボードの付いた RTTYターミナル

ユニットと、モニターディスプレイまたはプリンターで

構成される RTTY装置を使用し，キーボードをたたく

と自動的にその文字や数字の符号を送り出し，また受信

した符号を自動的に文字や数字に変換してモニターディ

スプレイに写し出したり，またはプリンターに印字する

通信方式を RTTY（ラジオテレタイプ）といいます。

•RTTY 符号

アマチュア無線に使用される RTTYの代表的な符号

は，図のように 5単位のマーク符号とスペース符号で構

成されています。英文字，数字，特殊記号を 5単位の符

号に変換して送・受信をおこないます。最近では符号の

誤受信を防止するため，エラーチェックを含んだ符号の

組み合わせによる一歩進んだ通信もおこなわれていま

す。

•RTTY装置

RTTYの符号をつくり出すためには， CPUを内蔵し

た専用のコード交換機能を持った RTTYターミナルユ

ニットを使用する方法と，パーソナルコンピューターを

利用してコード交換をおこなう方法があります。

このコード変換された出力でセットの RTTY端子を

キーイングします。

受信した RTTY信号を直接理解出来る文字や数字に

変換するためには，受信音をデモジユレーターを通して

直流信号に変換して CPU内蔵のターミナルユニットや

パソコンでコード変換をおこない，モニターディスプレ

イやプリンターに出力します。

c::コ

ディス

プレイ

c:::::::::l 

プリンター

f轟輯輔種革官
RTTY装置

マごスヰ正戸古ストップ

マーク

スペース ストップ
｜＋一一一一A

(b) 

5単位の RTTY符号
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RTTY運用

f轟輯輔望量別
31T 

受信i

」一一一一一一一一ー一一ー」

スピーカ一端子

(PHONE PATCH OUT端子 REMOTEコネクタ

①ピンに出力されています。

TS-940の送受信の周波数関係は，下図に示します。なお

TS-940では FSK運用時の周波数表示はスペース周波数を表示し

ております。

SSB Filter 

＇ーーーーー一一
I 
I 
I 

I 

2295Hz 

(2293.6Hz) 

2125Hz 
(2127.?Hz) 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

、、

E亙~
SPACE 

14.20017MHz 

(14.2001659MHz) 

MARK 

f －一一一ー』 RTTY 

閉回路ループ

日

RX ANT SWITCH 

i主1 喪示周趣致 14.20000MHz 

2. ( ）内はTS-940での周渡致

FSKモード周波数関係

町 °t_OFF
。｝
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7-15 端子説明

NC⑥ 

②STBY 

MIC端子〔正面パネル側〕

マイクロホン

ローインピーダンスからハイインピーダンス（5000 -

50k.O）のマイクが使用できます。マイクロホンに音声回

路と独立したスイッチが付属されている場合（右図 A-c)

Bのように配線することにより PTT運用が可能になり

ます。ただし，マイクラインのアース側とスイッチの片

側とを共同している 3端子のものは使用できません。

マイ起I~チ
マイ？＇＂ PTT用に適さない

P竺店
マイク＜blPTT周に適さない

DE3【二二
｛叩よ：：：よす宣言チ

マイクロホンの接続図

GND 

スタンパイ端子
（この端子をアース
すると送信になりー約
ます。）

1時一スピーカー
出力 リニヤ
一屯ー.，， Tコントロール

タイマー「」 I~っ R リレー

接点認叩IV 1AMA; 

リニアアンプを組合わせて運用する場合の接続に使用し
ます。接続には付属の 7PDINプラグをご利用ください。
当社リニアアンプTし－922は、リニアに付属されている
コントロールケーブルが使用できます。 TL-922はcw
フルブレークインでの運用はできません。

コード側から見た図
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＝
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－

－
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E

E
A

豆
町

RF出力

コード倒lから見た図

6 

'.ji 
2 

この端子をアース
すると HFでの送
信ができなくなり
⑦番端子に RFが

送信時約12Vが出力 出力されます。
されます。最大50mA

PINプラグを差込まないときは、⑤ー③が
ショー卜され HF受信となっています。
DINプラグを差込む事により⑤ー③聞は自
動的にオープンになります。

X.VERTERコネクター
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．アクセサリ一端子について ．インターフェースユニット

ACC1 

インターフェースユニットを装着させることにより，

お手持ちのパソコンでセットをコントロールすること

ができます。インターフェースは TTLレベルの調歩

同期式で全二重方式です。コントロールする命令形態

も強化されていますので， BASICを用いたやさしい

プログラムで無限の可能性が広がります。

この端子は将来インターフェースユニットを装着した

場合に使用します。

ACC2 

30 

端子番号と用途を下記に示します。

パネル面から見た図

ACC2用接続プラグ（部品番号：

E07-1351-05）をご希望の方は，

最寄のサービスセンターまたは営

業所にお問い合せください。

江3図止二
別売プラグ

ACC2の端子接続表

端子番号 端子名 用 途

1 NC 無配線

2 NC 。

3 
オーディオ 受信出力がAFボリュームに関係なく一定レベルで出力されます。

出力 出力電圧：大入力受信時において4.7kn終端で、300mV以上

4 GND アース（オーディオ出力のシールド線の GNDを接続します。）

5 NC 無配線

6 NC ク

7 NC // 

8 GND アース

9 
MIC パネル面の MICの端子より入力された信号を消音します。

ミュート アースしますと消音されます。

10 NC 無配線

オーディオ
データ送信のための入力端子です。 MICGAINで利得を調整でき

11 
入力

ます。入力電圧 500mV以下（SSB:ALCのふれ出す電圧 FM：変

調度土3.0Kを得る電圧）

12 GND アース（オーディオ入力のシールド線の GNDを接続します。）

13 スタンパイ スタンパイ端子です。アースしますと，送信になります。

ACC 2端子はコンピューターにおけるデータ通信等に用いることができます。



8. メモリーの操作

8-1. メモリーの仕方

1. 

2. 

3. 

4. 

トップカパ一部にある MEMORYBANKスイッ

チによってメモリーグループを選びます。

メモリーしたい周波数を BAND（バンド）／KEY

（テンキー）（回一回）で選択し，

の周波数に合せます。

モードを選択します。

同調ツマミで目的

~スイッチを押しつづけながら目的のチャン

ネル番号の BAND（バンド）／KEY（テンキー）（囚一

回）を押します。

トップカバ一部

- VOX CONTROLS-
GAIN DELAY ANTI 

nun 5 5 

0 0 

CAL 
ON OFF 

H二コJ
DISPLAY 
IOHz IOOHz 

兄コ」
SCALE 

1MHz IOOkHz 

L[:コ」

MEMORY BANK 
スイッチ

MEMOS 

I '-I. 2 S a. 0 [f kHz n.D kHz 

ディスプレイの表示がメモリーを示している場合は

~スイッチを押す。． 
VFO-A 

I 1-;', 2 D a. 0 [f kHz n.D出

デfィスプレイの表示がVFOチャンネルを示している。

VFO/Mスイッチ M.INスイッチ

悲喜

同調ツマミ
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8-2. メモリーの呼び出し方

1. 

2. 

3. 

4. 

トップカパ一部にある MEMORYBANKスイッ

チを使ってメモリーグループを選択します。

I SCROLL Iスイッチを押して目的の周波数がメ

モリーされているチャンネルを確認します。目的の

周波数をメモリーしているチャンネルがわかってい

ればこの操作を省略します。

[IT豆Mlスイッチを押してディスプレイをメモ

リーチャンネルにします。

BAND（ノてンド）／KEY（テンキー）スイッチで目的

のメモリーチャンネル番号を押し，

呼びだします。

目的の周波数を

（注〉 サプディスプレイ上に呼びだしたメモリ一周波

数が入力したものでない場合があります。その時

は， MEMORYBANKスイッチを他のメモリー

グループに切り替えて，もう一度最初のグループ

に切り替えてください。
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トップカバ一部

-VOX CONTROLS -
GAIN DELAY ANTI 

日5－寸←－5－→ 1

0ー寸 p・0ー寸 I 

CAL 
ON OFF 

児コJ
DISPLAY 
IOHz IOOHz 

吃コJ
SCALE 

1MHz IOOkHz 

LCコ」

MEMORY BANK 
スイッチ

MEMOS 

i匂Ea a.a a kHz D.DkHz 

~II I / ~~I I m .. m. .. ~~~l l ~~↑ llml Im, 18p~119~011 ＼『00

ディスプレイの表示がメモリーチャンネルを示している。

しi一向
2r,1s 

14. [121.白：：：C 1.1.I 

1 (i. 1 [1[i. l Sa..J:::: 

仁豆BQbbコを押した後のサブテ’ィスプレイの表示例

VFO/Mスイッチ

きe-1 ；日輪謀説｜

務1i0i
量産



8-3. メモリースキャンについて

1. 匝ヨスイッチを押しますと表示しているチャンネ

ルからメモリーグループ内で1,2……9,0, 1, 2……の

順に約 4秒の間隔で，スキャンします。

メモリーされていないチャンネルは飛びこしてス

キャンします。

ご注意

10チャンネル全てメモリーされていないとき

は，ブザーが3回鳴って警告します。

2. スキャンを一時停止させる場合はDill王国ス

イッチを押します。

再度目豆Eスイッチを押しますと再開します。

3. VFOにメモリ一周波数を呼び出すには， HOLD

中にIM砂VFOIスイッチを押します。

4.スキャンを解除する場合は再度匪ヨスイッチを

押します。

）
 

O
 

すま
ー

υ
｛疋

似

指

刈

存

』

一
一
プ

用
チ
一

刷

ツ

レ

日
イ
鴨
川
，

M
ス
ノ
，

九
口
問
口
凡
ロ

ル
叩
引
引
引
出
U

町一門刊廿
H
廿

叩
山
門
げ
は
比
廿

HOLDスイッチ

M’VFOスイ yチ

8-4. プログラムスキャンについて

プログラムスキャンは 9と0の各メモリーチャンネ

ルの聞をスキャンします。スキャンが作動すると，周

波数の低い方から高い方へとスキャンします。一方の

チャンネル又は両方のチャンネルにメモリーされてい

ない時は，スキャンは作動しません。この時， 3度ブ

ザーが鳴って警告します。

1. ディスプレイがメモリーチャンネルを表示してい

る時は， [yEQ週スイッチを使って VFO表示に直

します。もし VFO表示であれば，この操作は省略

します。

2. ~スイッチを押します。スキャンが動き始め

ます。

3. スキャンを中断するときは， E歪jJ2]スイッチを

押します。 HOLD中に，メインダイヤルをまわして，

スキャン範囲内の周波数を自由に移動することがで

きます。 Dill王国スイッチを解除すると，スキャン

は再び動き始めます。

4. スキャンを解除する場合は再度巨豆亙スイッ

チを押します。

MEMORY BANK 

スイッチ

（メモリーグループl
を指定します。

冊目露

HOLDスイッチ

VFO/Mスイッチ
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8-5. 周波数設定

周波数設定は [filrrJスイッチと BAND（バンド）

/KEY（テンキー）（回一回）スイッチにより行うことが

できます。

1. IYEQZMlスイッチを使って VFO-A, VFO-B 

いずれかの表示にします。

2. 匡亙Eスイッチを押します。表示は右図（イ）のよ

うになります。

3. BAND（バンド）／KEY（テンキー）（囚一回）で目的

の周波数を選びます。例えば， 14.200MHzを設定

したい時は， 1,4, 2とキーを押し，匡lIT]スイッチ

を押してます。表示は右図（ロ）のようになります。

(lOHz桁まで指定しますと匡lIT]スイッチを押す

必要はありません。）

7.00MHzを設定したい時は， 0, 7と押し匡亙E
スイッチを押します。

VFO A 

内，可
kHz LI.ιJ kHz 

0 I 00 200 300 400 500 600 700 800 900 I 000 
’11111 I’E’1’E E’111111・1II E”111『’E”EE’111，”1111111 

（イ）

VFO-A 

I '-I. 2 D 0. a D kHz D.GkH 

（口）

8-6. メモリーの消去

不必要なメモリーチャンネルを消すことができま

す。メモリーのスキャンスピードを早くしたい時は，

この機能が役に立ちます。

1. I SCROLL Iスイッチを押してサプディスプレイ

表示をメモリーチャンネル表示にします。

2. トップカパ一部にある MEMORYBANKスイッ

チでメモリーグループを指定します。

3. IYEQZMlスイッチを押して表示を VFOにしま

す。

4. I SCROLL Iスイッチを押して不必要なメモリー

チャンネルを捜します。

5. ~スイッチを押しながら BAND （バンド）

/KEY（テンキー）を使って不必要なメモリーチャン

ネル NOを押します。メモリーチャンネルが消去さ

れると，サプディスプレイ上から表示が消えます。
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9. サブディスプレイの使い方

サプディスプレイは次の 4種類の表示を行ないます：（1）時計表示，（2）グラフィック表示，（3）周波数表示，（4）アンテナ

チューナー動作表示。（1),(2), (3）はCg;;豆豆固，区韮盃亜］， ［§豆Bfil日スイッチで表示を選択できますが，アンテナチュー

ナー動作表示は最優先で表示されます。

9-1. 時計表示

区正豆豆固スイッチを押すと時計表示になります。

時計は24時表示で分まで表示します。

合せ方

例． 12: 00に合せる。

1. Cg;;豆豆回スイッチを押して時計表示にします。

8 : 30 

off O : 00 on O : 00 

2. 匡mスイッチを押してセッテイング状態にしま

す。 8? 30 

off O : 00 on O : 00 
セッティング状態になり“？”が点滅します。

3. B語互eBJスイッチで時間を“12”に合せます。

匡歪匡正己スイッチで分を“00”にします。 12? 00 

off O : 00 on O : 00 

4. 12時の時報で秒（表示はしない）をゼロクリアしま

す。ゼロクリアするには12時の時報と共に匡mス

イッチを押します。（押した瞬時にクリアされます。）

12? 00 

off O : 00 on O : 00 

5. Cg;;亘豆回スイッチを使って“？”を下段のコロン

の位置に移動させます。移動したら~スイッチ

を0.5秒以上押し続けて下部の表示を消します。 nu
－
 

nu
－
 

－
－
－
 

n
U
一

nH
一

O
一

0

0
一
号
一

o

n
u
n
U
一

n
U

司

r
・
・
・
一
－
－

n
ζ
n
u
一

円

／

』

4

・E
E
E

－

4

・・・・

，－－－－－ 
S
E

－
 

O

一
〈注 1) 時分表示のコロンは0.5秒ごとに点滅します。

〈注 2) 分から時の桁上げは行ないません。
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グラフィック表示9-2. 

SSBモードではス

それ以外のモードでは VBTの各帯

ロ亘亙eEJスイッチを押すと，

ローフチューン，

域幅の目安を表示します。

〈注 1) 表示は動作の目安を示すもので，厳密に帯域

幅を表示するものではありません。ムー γ センタミ示
llllliilllllliliiilllllllllilllllliiiillliiii 素早く SSBSLOPE TUNE/VBTツマミを

したとき表示が若干遅れますが，故障ではあり

ません。

〈注 2)

ディスプレイの表示がツマミを動かしても変

化しない場合は、 POWER（電源）スイッチをー

〈注 3)

相
聞U

H
 

LOW 倶IJ

もう一度入れ直してください。

FMモードでは VBT機能は動作しません。

度切って、

〈注 4)

周波数表示9-3. 

上段は VFO使用時，一方の使用してい

ない VFOの周波数とモードを表示しま

す。メモリー使用時は VFOを表示しま

す。下段はメモリーチャンネルNo.の周

波数とモード，文は使用する VFOの周

波数とモードを表示します。

モード
「一一一一一「

た：I:::1: 1.:J 

VFO Aの周波数

~.:1L 1 .. ・= 
品す a

VFOのA
，，，－－一一～＼＼

i I一良

SCROLLスイッチで

選択可能

下段がVFO周波数表示の場合， VFOツ

マミを回わしたりプログラムスキャンが

動作している聞は表示は変化せず VFO

を回わし終って約0.4秒後にその周波数

が表示されます。

曽

・－．． 

5チャンネルは未だ

メモリーされていない

自

・-= !-.-! C" 

十fj1J:/
メモリー｜ チャンネル番号No.5
グループ｜

メモリー
チャンネル

モ ー ド 表 刀言

LSB LS 

USB us 

cw cw 

AM AM 

FM FM 

FSK FS 

I SCROLL lスイッチは，押し続けると連続的にスクロールします。

VFOの表示は RIT/XITOFFのときの値で表示します。

サブディスプレイの下段に表示されている VFOの周波数が，

マミを操作し終っても変わらない時は， POWER（電源）スイッチを一度

同調ツ

〈注 1> 

〈注 2)

<i王3)

もう一度入れ直してください。切って，
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10. タイマ一機能の使い方

タイマー動作には 3つのモードがあり， CT!Millスイッチを ONにしたときに働きます。

10-1. タイマーの種類

モードの種類。ノンアクティプモード

時計表示のみでタイマー動作は行な

いません。

0 シングルモード

一時予約的なタイマ一動作をします。

例）現在時が4: 35で13: 10にセッ

トがONになります。

又は， 13: 10にOFFにしたい

場合等に使用します。

タイマー動作

0 リピートモード

連続予約的なタイマー動作をします。

例）現在時 4: 35で 13: 10に ON

し再び次の日の 4: 50にOFF

になります。

※この動作を [TI亘E己スイッチ

をOFFするまでくり返しま

す。

13 : 10になるとセットは ONし，表

示は ONとOFFが入れかわります。

ディスプレイ

4 : 35 

ー
出

4: 35 

13 : 10 

ー
出

4 : 35 

13 : 10 
セッ卜されているタイマ一時間は，
CTI匝亘口スイッチを OFFにして確認して
ください。

4: 35 

on 1 3 : 1 0 off 4 : 50 
セットされているタイマ一時間は，
CfiM:IBJスイッチを OFFにして確認して
ください。

'°7 
13 : 10 

off 4 : 50 on 1 3 : 1 0 

次の動作時間 その次の動作時間
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10-2圃 タイマーの設定方法

以下タイマーの設定を行う場合はITIMER Iスイッチは OFFにしてください。

・ノンアクティブモードの場合

1. サブディスプレイを ICLOCK Iスイッチを使って時 (1) 

計表示にします。 「 4: 35 

off 15 : 00 on 1 9 : 1 0 

2. 医固スイッチを ONにしセッテイング状態にしま 州 sG 
す。この時、上段の表示で“：”と“？”が交Eに点滅始 I 4? 35 
めます。 ｜ 

off 15 : 00 on 1 9 : 1 0 

3. 再びICLOCK Iスイッチを押して“？”のマークを下 f引 sG 
段左の動作時間の所に移動させます。 4 : 35 

off 15 ? 00 on 1 9 : 1 0 

4. ~スイッチを0.5秒以上押し続けると、下段のす (4) sG 
べての表示が消えてノンアクティプになります。 4 : 35 

・シングルモードの場合

セッティング例 13: 10 

1. 上記ノンアクティプモードの 1～ 3のステップを行 (1) 

います。 「
4 : 35 

off 15 : 00 on 1 9 : 1 0 

2. 下段の動作時間の所にきたら“off”時聞か“on”時間 (2) 0 
の選択をします。匡ti]スイッチを一回押すごとに“on”

と“off”の入れかえがで、きます。 4 : 35 
ON, OFFの選択は次に来る動作時間に ONにしたい on 15 ? 00 off 1 9 : 1 0 
か， OFFにしたいかで選んで下さい。 〈シ

3. [ G同 PHlスイッチを押して時聞を“13”に合せます。 I同 4: 35 

rscROLL］スイッチを押して分を“10”に合わせます。 1 on 13 ? 1 0 off 1 9 : 1 0 

4. 再びICLOCK Iスイッチを押して、“？”を下段右の IA¥ sG 
動作時間の所に移動させます。 4 : 35 

on 1 3 : 1 0 off 1 9 ? 1 0 

5. 匡固スイッチを0.5秒以上押し続けると下段右の表 (5) 0 
示が消えてシングルモードになります。 4 : 35 

on 13 : 10 
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・リピートモードの場合

セッティング例 ON時間13:10 OFF時間 4:50 

1. サプディスプレイを ICLOCK lスイッチを使って時

計表示にします。 4: 35 

off 15:00 on 19:10 

2. 医lilスイッチを ONにしセッティング状態にしま
，肉、 〈〉

す。この時、上段の表示で“：”と“？”が交互に点滅始

めます。
off 15 : 00 on 19 : 1 0 

3. 再びlCLOCK Iスイッチを押して“？”のマークを下 /n¥ 1 
」〉

段の動作時聞の所に移動させます。“？”が下段左の所 4: 35 
にきたら“off”時聞か“on”時聞の選択をします。医lil

off 15 ?00 on 19: 10 
スイッチを一回押すごとに“on”と“off'’の入れかえが

できます。

ON, OFFの選択は次に来る動作時間に ONにしたい 4: 35 
か， OFFにしたいかで選んで下さい。 on 15 ? 00 off 19 : 1 0 

〈〉

4. I G臥 PHIスイッチを押して時間を＂ 13”に合わせま

す。 ISCROLL Iスイッチを押して分を＂ 10”に合わせま 4 : 35 
す。

on 13 ? 1 0 off 19 : 00 

5. 再びICLOCK lスイッチを押して“？”を下段右の動
，戸、 〈〉

作時間の所に移動させます。 IG臥 PHIスイッチで時 4: 35 
聞を“4”に合せ、 ISCROLL Iスイッチで“50”に合わせ

on 13 : 10 off 4? 50 
ます。

6. ICLOCKIスイッチを押します。リピートモードに
〈〉

なります。 4: 35 
〈注〉 セッティング状態になりますと、必ず、下段左，

on 13 : 10 off 4: 50 
下段右の設定が行なわれますが、左の ON,/OFFは、

左のセッティングのときに匡lilスイッチで設定し

てください。右のときには選択できません。右の

ON/OFFは左のときと逆になります。失敗したと

きは、はじめからやり直してください。
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11. 回路説明

11-1. ブロックダイヤグラム

1. 概要

TS-940の主な構成は，受信時 SSB, CW, AM, 

FSKモードではクオードプルコンパージョン， FMモー

ドではトリプルコンパージョンタイプとなっており，送

信時には cwおよび FMモードではダプルコンパー

ジョン， SSB,FSKモードではトリプルコンI号ージョ

ン構成となっており，中間周波数は45.05 MHz, 8. 83 

MHz, 455 kHz, 100 kHzの4種類となっております。

100 kHzは， SSB,CW, FSK, AM受信部のみの中間

周波数となります。受信部の RFアンプと第1および第

2ミキサーにはジヤンクション FET(2SK125）を採用

し，第 3，第4ミキサーにデュアルゲート MOSFET 

(3SK73）を採用し高ダイナミックレンジを実現していま

す。送信部の第 1，第 2，第 3の各ミキサーは全て，

3SK73によるバランスド型ミキサーとしています。デ

ジタル VFOをはじめ、 PLL回路は 6つのループから

成り20MHzの基準水晶発振回路によって制御されIOHz 

ステップの周波数変化を得るとともに SSBスロープ

チューンや CW-VBT等の機能も可能としています。

2. 送信部

マイクからの音声信号は IFユニットに入り，マイク

アンプで増幅され， SSBモードの MICGAIN・FM

MIC GAIN, VOX回路に分かれます。

SSB系の信号は IFユニットにもどり，増幅され，平

衡変調器により 455kHzのSSB信号に変換されます。

この信号はバッファアンフを通り，セラミックフィル

ターを通過して SSB信号となった後，送信第1ミキサー

により CAR2周波数（9.285 MHz）と混合され8.83MHz 

の信号となり， MCFに入力されます。

MCFを通過した SSB信号はアンプを通り，送信第

2ミキサーでHET周波数（36.22 MHz）と混合され45.05

MHzの信号となり，さらに次の送信第3ミキサーによ

りVFO周波数と混合され送信周波数となります。

最終周波数に変換された送信信号は送信バンドパス

フィルター（1.8-30 MHz）を経て，ファイナルユニット

に入力されます。

ファイナルユニットで必要な電力まで増幅された送信
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信号は，ローパスフィルターで不要なスプリアス成分を

取り除かれオートアンテナチューナーを通ってアンテナ

に供給されます。

3. 受信部

アンテナからの受信入力信号は RFユニットに入り，RF

アッテネーターを通して受信バンドパスフィルターで9つの

バンドに分けられます。受信バンドパスフィルターは，デジタ

JレAユニットからのデータにより自動的に選択されます。

バンドパスフィ Jレターからの信号は RFAGC回路を

経てカスケード接続の RFアンプで増幅された後，受信

第 1ミキサーで VFO信号と混合され第 1IF周波数

(45. 05 MHz）に変換され，ポストアンプを通り， IFユ

ニットに入力され， MCFによるバンドパスフィルター

を通り，受信第 2ミキサーに入力され， HET周波数

(36. 22 MHz）と混合され，第 2IF周波数（8.83 MHz）に

変換されます。

この信号は2系統に分れ，一方はコントローJレユニットの

ノイズプランカ一回路に供給され他方はノイズプランキング

ゲートを通り，第2IF用フィルタ一回路に入力されます。

第2IFフィルターを通過した受信信号は受信第3ミキ

サーでCAR2周波数（9.285 MHz）と混合され，第 3IF 

周波数（455kHz）に変換された後2系統に分けられます。

一方はコントロールユニットの第 3IFフィルターを通

り，増幅された後 FM検波されます。他の一方は455kHz 

フィルターを通り，受信第 4ミキサーで第 4IF周波数

(100 kHz）に変換され，ノッチフィルターを経て最終IFア

ンプにより増幅されバランスド検波器により復調されます。

AMモードでは専用の検波回路により復調されます。

11-2. ユニット

TS-940を構成する主なユニットは RFユニット，IF

ユニット，コントロールユニット，PLLユニット，CAR

ユニット，デジタルユニット等があります。

1. RFユニット（X44・1660・00)

このユニットには受信の各バンド別 BPF,RFアン

プ，第1ミキサー，ポストアンプと送信の第3ミキサー

（最終ミキサー）とそれに続くアンプ回路，さらに30kHz

-30MHzをカバーするのに必要な 3つの vcoが入っ

ています。



受信フロントエンド回路には 6本のジヤンクション

FET(2SK125）を使用し， 102dBのダイナミックレンジ

を得ています。（500Hzフィルター使用時）

2. IFユニット（X48-1430-00)

45.05 MHzのモノリシックフィルターに続く受信第2

ミキサー， 8.83MHz系フィルター，受信第3ミキサー，

455 kHz系フィ Jレター，受信第4ミキサー，検波，低周

波増幅などの受信部と送信部として MICアンプ，平衡

変調器，送信第l，第2ミキサーが含まれています。さ

らに各種アクセサリ一回路なども入っています。

3. コントロールユニット（X53-1420-00/01)

このユニットにはノイズプランカ一回路， FM受信回

路， FMマイクアンプ，受信低周波出力回路，さらに

cwプレークイン動作をコントロールするタイミング回

路等が含まれています。

4. PLLユニット（XS0-2020-00)

lOHzステップのデジタル VFOを実現するため PLL

が3ループ組込まれています。

またすべての構成周波数の基準となる基準水晶発振器

(20 MHz）が組込まれています。

5. デジタルユニット（X54-1830-00,X54-1840-00B 

/2, X54-1850田 00)

マルチタイプのマイクロコンピューターを中心とする

ユニットでほとんど ICで構成され， PLLユニットの

制御をはじめとする周波数制御機能及び表示関係等，

多くの制御機能を受け持つています。

6. キャリヤユニット（X54-1840-00 A/2) 

VBT, SLOPE TUNEに必要な 3組のキャリヤ一発

振器を持つユニットです。

7. ファイナルユニット 100Wタイプ（X45・1400-00)

10Wタイプ（X45-1410・00)

送信信号を充分に電力増幅しアンテナに供給するユ

ニットで， Sタイフ．で、は， 100W,Vタイプでは， lOW

の出力が得られます。電源電圧は28Vを使用し，良好な

IMD特性を得ております。

Sタイプの終段にはコレクタ損失290Wのモトローラ

製トランジスタ MRF422を2本使用し，強制空冷によ

る充分な放熱を行なっておりますので，十分な破壊強度

と共に余裕のある設計となっております。

8. フィルターユニット（X51-1330-00)

送信出力に含まれる高調波などの不要なスプリアス成

分を取り除き，良質の電波の発射を可能にしております。

またこのユニットでは，進行波および反射波を検出して

おり， ALC，反射プロテクション， SWR演算回路など

に供給しております。

9. オー卜アンテナチューナー（X57-1130・00)

チューナー部と制御部から成り，チューナー部はコイ

ル，バリコンから成るマッチング回路を形成しており，

バリコンをモーターにより駆動しております。制御部は，

送信出力部のマッチング状態を検出し前述のモーターを

駆動，制御し送信出力部とアンテナ系とのマッチングを

良好な状態に整合しております。

オートアンテナチューナーは1.8 MHz-29. 7 MHzの

アマチュアバンドで動作します。

41 



12. 調整と保守

部品配置図

．．．． 

ATユニット

（×57-1130-00) 

IFユニット

（×48-1430-00) 
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電源トランス

電源ユニット

（×43-1500-00) 

ファイナルユニット

Sタイプ（×45-1400-00)

Vタイプ（×45-1410-00)

フィルターユニット

（×51-1330-00) 

RFユ二ッ卜

（×44-1660-00) 

VR15モニターレベル調整

VR13サイドトーンレベルの調整

VR14ブザー音（メモリー確認ピー音）

コントロールユニット

Sタイプ（×53-1420-01)

Vタイプ（×53-1420-00)



TS-940は完成品ですから調整の必要がありません

が，経年変化のため各部の同調等がずれることがありま

すので，数年に一度再調整することにより，つねに最高

の状態で運用することができます。

各部を完全に調整するためには高度の測定技術を必要

としますが，ここでは一般の測定器で調整できる調整法

を説明します。

12-1. 調整

1. 基準周波数の校正（PLLユニット）

JJYの受信は， BAND（バンド）／KEY（テンキー）ス

イッチ＠を10にして，同調ツマミ⑪を回して10.000.0

MHzで受信します。ケース上面にある CAL（マーカー）

スイッチ⑤を ONし、 JJY信号とマーカ一信号を同時に

受信します。 JJY信号とマーカ一信号のピー卜音が重な

りダブルピートが発生します。ダブルビートのうねりが

最も長い周期になるように下図のトリマーを調整しま

す。

（マーカ一信号は基準発振器より分周して作っておりま

す。）

基準周波数の校正

2. サイドトーンレベルの調整（コントロールユニット）

調整して好みのレベルとなるようにセットしてくださ

い。（右上図参照）。

3. ブザー音レベルの調整（コントロールユニット）

調整して好みの音になるようにセッ卜してください。

（右上図参照）。

J ~サイドトン山調整VR
ゆ十f苛トブザー音レベル調整VR
争十七ヨ十一モニターレベル調整VR

4. モニターレベルの調整（コントロールユニット）

調整して好みのレベルでモニターできるようにセッ卜

してください（上図参照）。

5. NOTCHの調整（IFユニット）

NOTCHは非常にシャープな減衰特性を持つフィル

ターであるため，調整ポイントがずれることがあります。

通常は半固定ボリュウム VR2の調整だけで十分です。

（部品配置図参照）

まず CAL（マーカー）スイッチ1⑤を ONとしマーカ一信号

を受信し NOTCH（ノッチ）スイッチ⑩を ONにし，

NOTCHツマミ＠を中央におき VR2を調整してオーデイ

オ出力が最小になるように調整します。この時 NOTCHツ

マミ⑪の微調整をくり返しながら調整すると調整しやすく

なります。

6. キャリヤバランスの調整

TS-940に500のダミーロードを接続しモード USB

マイクゲイン最小で送信状態にします。この時の送信出

力を外部受信機にて受信し，受信機の Sメーターの振れ

が最小になるように IFユニット VR6及び TClを交互

に調整してください。ここで LSBに切替え受信強度に

差があるような場合は USB,LSBで同じ強さになるよ

うに再調整してください。
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12-2. 保守

1. トランジスタおよび抵抗・コンデンサ

半導体は金属ドライパーなどのちょっとしたパターン

及ぴ部品のショートで破壊されます。パターンチェック

には充分にご注意ください。

3. パックアップ電池

パックアップ用電池は時計用とメモリー用の 2種類が

内蔵されています。時計用の寿命は約3年，メモリー用

は約5年です。

・移動局時の50Wパワーダウン法（TS-940Sの場合）

電波法では，移動するアマチュア無線局の空中線電力

は50W以下と規定されております。

TS-940Sは，出荷状態では移動局として使用するこ

とはできません。
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2. ヒューズ

電源ヒューズは背面にあります。

ヒューズが切れセットが動作しない場合は，ヒューズ

の切れた原因を調べてから交換してください。

交換はキャップを矢印の方向に回して取出し，付属の

ヒューズに，お取り替えください。 Sタイプは 6A,V 

タイプは 4Aです。

(1）上・下のケースを取外します。

(2) TS-940S底面のコントロールユニット（X53-1420

ー00）のSlを矢印の方向へ切り替ることにより，全バ

ンド 50W出力となります。

(3) ケースを元通り戻します。

。



13. トラブルシューテイング

つぎに書いてあるような症状は故障ではありませんからよくお調べください。下表に従って処置しでもなおトラブルが

起こる場合は，当社の通信機サーピス窓口にご相談ください。

13-1. 送信の場合

症 状

SSBの場合出力が出ない。

voxが働かない。

vox動作の場合，スピーカーからの

音でvoxが働いてしまう。

13-2. 受信の場合

症 状

電源スイッチを入れてもランプが点灯

せず音も出ない。

アンテナをつないでも信号が受信でき

ない。

アンテナをつないでも信号が受信できず

Sメーターが振り切れている。

信号がない場合でも Sメーターが振れて

ある位置にとまっている。

SSBを受信した場合，音にならない。

RITツマミを動かしても周波数が動か

ない。

SSBの受信音が極端なハイカットまた

はローカットになっている。

13-3. タイマーの場合

症 状

トランシ－；｛ーカfONしない。

原 因 処 置

① MICジャックの差込み不完全また ①差込みを完全にする。マイク接続

はマイクプラグの接続不良。 を説明書通りに直す。

② MICツマミがしぼってある。 ② MICツマミを時計方向へ回す。

① VOX GAINツマミが MINになっ ① VOX GAINツマミを回し，適当な

ている。 位置にする。

② ANTI VOXツマミの調整不良。 ② ANTIVOXツマミを 0目盛方向へ

調整する。

ANTIVOXツマミの調整不良。 ANTI VOXツマミを10目盛方向へ調

整する。

原 因 処 置

① ACプラグとコンセントの差込み ① ACプラグを完全にコンセントへ

不完全。 入れる。

②電源コネクターの差込み不完全。 ②差込みを完全にする。

③ヒューズが切れている。 ③ヒューズを交換する。（再び切れる

ときは故障）

①マイクのPTTスイッチが送信側になっ ①すみやかに PTTスイッチを受信側

ていてセットが送信状態となっている。 にする。

② RX ANTスイッチが ONになってい ②スイッチを OFFにする。

る。

RF GAINツマミによって高周波回路の RF GAINツマミを時計方向いっぱいに

利得が下げてある。 回す。

RF GAINツマミによって高周波回路の RF GAINツマミを時計方向いっぱいに

利得が下げてある。 回す。

サイドバンドが違っている。 MODEスイッチを USBまたは LSBに

変えてみる。

RITスイッチがOFFとなっている。 RITスイッチを ONにする。

SLOPE TUNEの調整不良。 最大帯域にする。

[LOW m 反時計方向回し切り

HIGH CUT時計方向回し切り

原 因 処 置

リピートタイマーモードでタイマーを｜タイマースイッチを切る。

ONに設定している。
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13-4. マイコンの初期設定のしかた

マイコンが誤動作したときや，セットを初期セット

の状態にしたい場合はつぎの方法で行ってください。

1. E三Eスイッチを押しながら電源を入れます。

2. サプディスプレイ関係が不良になった場合は上

ケースをはずし，サプディスプレイの裏側にあるユ

ニットのリセットスイッチを電源を入れた状態で押

してください。

V'LJVV UV  

前面

この時，セットの電源を必ず入れ直してください。

ご注意

POWER（電薫）スイッチをひんぱんに ON-OFFしますと，サ

ブテaイスプレイの表示がおかしくなる場合が有りますが，この

時は，もう一度しっかり電涯を入れ直してください。

「」一

出／＼己1

電漉を発射する前に

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数

があり運用されています。これらの無線局の至近距離で

電波を発射するとアマチュア局が電波法令を満足してい

ても，不測の電波障害が発生することがあり，移動運用

の際にはじゅうぶんご注意ください。とくにつぎの場所

での運用は原則として行なわず必要な場合は管理者の承

認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用無線

局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則第 9章アマチュア局の運用

（発射の制限等）第258条
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アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局

の運用又は放送の受信時に支障を与え，若しくは

与えるおそれがあるときは，すみやかに当該周波

数による電波の発射を中止しなければならない。

以下略

TS-940について説明してまいりましたが，次のこと

を留意され快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用で特に都会の人家密集地帯等

での運用が，時としてテレピやラジオ，ステレオ等電子

機器に対する電波障害を生じ，社会的問題となる場合が

見うけられます。もちろんアマチュア無線局側にすべて

の責任があるわけではありません。機器メーカー側と致

しましでもスプリアス等の不要輔射の発射を極力減ら

し，質の良い電波の発射ができるように念入りに調整検



査を行って出荷致しております。もし万一，本機を使用

して運用中に上記の電波障害を生じた場合には，次の事

項に注意して対処され，正しく楽しい運用を行なわれる

ようにお願い致します。

・アマチュア無線局は，自局の発射する電波がテレピや

ラジオ，ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり，

障害を受けている旨の連絡を受けた場合には，電波法

（運用規則258条）に従ってただちに電波の発射を中止

し障害の程度，有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合

には，送信側の原因か受信側の原因か大体の見極めを

つけるためにはかなり専門的知識を要する場合もあり

ますので，次のようにして処置を取られるのも一方法

と思います。

①送信機が明らかに発振等の異常動作をしている場合

は，寄生振動やスプリアスの発射がふえ，送信側から

の障害もふえますので，このような場合にはもよりの

当社通信機サーピス窓口にて修理を申しつけられるよ

うお願いします。

②受信側での原因による障害の場合は，その対策は単に

技術的な問題に留まらず，ご近所での交際上もなかな

か難しい場合が見受けられます。従って，このような

場合も総合してアマチュア局による電波障害問題につ

いてはJARL（日本アマチュア無線連盟）ではアマチュ

ア局側の申し出により，その対策と障害防止の相談を

受けますので， JARLの監査指導委員またはJARL事

務局に申し出られると良い結果が得られると思われま

す。 JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引き

として「TVI・ステレオ対策ノート」を有料（ 1部50円干

70円）で配布しておりますから， JARL事務局に申し込

まれるのも良いと思います。

日本アマチュア無線連盟(JARL)

干170東京都豊島区巣鴨1-14-2 宮（03) 974-8221代

(1985年2月現在）

日本における VHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波数

1 ch 90-96MHz 91.25 MHz 95. 75 MHz 

2 ch 96-102 ,.. 97.25 '-' 101. 75 '-' 

3 ch 102-108 ,.. 103.25 ,.. 107. 75 ,, 

4 ch 170-176 ,.. 171.25 '-' 175.75 ,, 

5 ch 176-182 '-' 177.25 ,, 181. 75 ,, 

6 ch 182-188 ,.. 183.25 '-' 187.75 '-' 

7 ch 188～194 '-' 189.25 ,.. 193. 75 ,, 

8 ch 192～198 ,.. 193.25 '-' 197.75 '-' 

9 ch 198～204 '-' 199.25 '-' 203.75 '-' 

10 ch 204-210 ,, 205.25 '-' 209. 75 ,, 

11 ch 210-216 '-' 211.25 '-' 215. 75 ,, 

12 ch 216-222 ,.. 217.25 '-' 221. 75 ,, 

日本における UHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 チャンネル 周波数範囲

13 ch 470-476 MHz 38 ch 620-626 MHz 

14 ch 476-482 ,, 39 ch 626-632 '-' 

15 ch 482-488 ,.. 40 ch 632-638 '-' 

16 ch 488-494 '-' 41 ch 638～644 ,.. 

17 ch 494-500 '-' 42 ch 644～650 '-' 

18ch 500-506 '-' 43 ch 650-656 '-' 

19 ch 506～512 ,.. 44ch 656-662 '-' 

20 ch 512-518 '-' 45 ch 662-668 ,, 

21 ch 518-524 '-' 46ch 668-674 '-' 

22 ch 524-530 ,, 47 ch 674-680 '-' 

23 ch 530-536 ,.. 48ch 680-686 '-' 

24 ch 536-542 ,.. 49 ch 686-692 '-' 

25 ch 542-548 '-' 50 ch 692-698 '-' 

26 ch 548-554 '-' 51 ch 698-704 '-' 

27 ch 554～560 ,, 52 ch 704～710 '-' 

28ch 560～566 ,.. 53 ch 710-716 '-' 

29 ch 566-572 '-' 54 ch 716～722 ,.. 

30ch 572-578 ,, 55 ch 722-728 '-' 

31 ch 578-584 ,.. 56 ch 728～734 '-' 

32 ch 584-590 '-' 57 ch 734～740 '-' 

33 ch 590-596 '-' 58ch 740-746 ,.. 

34ch 596-602 ,, 59 ch 746-752 '-' 

35 ch 602-608 ,.. 60ch 752～758 '-' 

36 ch 608-614 ,, 61 ch 758-764 ,.. 

37 ch 614-620 '-' 62 ch 764-770 '-' 
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14. 申請書の書き方

TS・940Vタイプで申請する方法 ｜ 

TS-940Vで，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してくだ

さい。

〔RTTY( Radio Teletype）も合わせて申請する場合は， RTTYの申請方法を参照してください。〕

また，本機は， JARL登録機種ですから，保証願に登録番号 T91を記載することにより，送信機系統図を省略するこ

とができます。

無線局事項書及び工事設計書
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TS-940 Sタイプで申請する方法

・第2級アマチュア無線技士以上の資格をもち， TS-940Sタイプで申請される場合は市販の申請書に下記事項をまちが

いなく記載の上，申請してください。また， TS-940SはJARL登録機種ですから，保証願に登録番号 T92M(50W)

文は T92H(lOOW）を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

• TS-940 Sの周波数確度は士 l×10-5以内であり，基準発振器は JJYにより校正することが可能です。なお， 28MHz

帯のパワーダウンは BANDスイッチと連動して切替えています。

・50Wでの申請方法

無線局事項書及び工事設計書

周掩11:l普 ~中．電力 電t皐伺司回目式 22工$設計 都 I ＇主 f，，蝿 場 2送f,i構 保 鉦願

1.9 M 50 W A, 

3.5 M 50 W A, , A,, 

3.8 M 50 W A, , A，』
7 M 50 W A, . A,, 

1.9 MH，帯， A, 

3.5 MH，帯.A, , A,, 

SUI可能生 3.8 MH，帯.A, • A,, 

司t，度＂＇＇＇＇，＼ 7 ~IH ，骨＼· , A, • A, 

四掩It夕、範 10 MH，帯， A, , A,, 

同 14 MH，帯， A, , A,, 

無 線 股 ． 
‘ 割高位 守2・，.・a竃，， ‘高 j、I'',t 卜＼ 世帥嶋崎町量，..りf,L<:H,倒． <.,l 

1.9 MH, 50 W A, 唱を射可能公電t‘伺句：·•，，. L唱t庖敏，，，.＿同
感

3.5 MH, 50 W A, . A,, ,,,li,;f，，随 T92M 

10 M 50 W A, , A,, 
18 MH，帯.A, • A，』 3.8 MH, 50 W A, . A，』 司匹 2＇全｛白目随

UM  50 W A, , A，』 21 MH，帯.A, , A.,; I .. 

18 M 50 W A, . A,, 
24 MH，帯， A' . A，』
28 MH，帯， A, A,, ,F, 

7 MH, 50 W A, . A,, 串 3，量f，，蝿
10 MH, 50 W A, • A，』 a院4唱し．”‘

21 M 50 W A, . A,, 
変調＂＇l;,tA，，・平衡置圃 F,'＇！.アタタンス賓圃 機

14 MH, 50 W A, • A,, '115 .. , ..慨

24 M 50 W A, . A,, 
MRF422買 2 X 18 MH, 50 W A, . A,, 1¥6 ,sf ..慨

28 M 50 W A, , A,, , F, 
喧r，.冒入計 28 V ISO W V w 21 MH, 50 W A, • A,, 

通 i首唱中
‘ ー・向型式 24 MH, 50 W A, A，』・100Wでの申請方法

その地工f,il計電極主法’u章に組定する条件iニ台数している．
28 MH, 50 W A, . A,, F, 

無線川事項書及びFl：事設計；再

問，旋盤僻 てR'Pll電／J 電高＂＇ ,., ,¥ 221: t,.a;t 司n I 『＇f，；蝿 事2送f，；蝿 保征鳳

1.9 M 100 W A, 1.9 MH，帯， A,

3.5 M 100 W A, • A,, 

3.8 M 100 W A, , A』
7 M 100 W A, . A,. 

3.5 MH，帯， A, , A,, 

電射回I龍4 3.8 MH，帯， A, • A，』
電t鹿町甲A 7 MH，帯， A, . A,, 

時掩敏同組 10 MH，帯， A, • A,, 

’量 ． 陵 ． 
’ 四施重量 雫中・電／J 電'4"' I＇＇式

＼ E医師嶋崎,nf:U・巳IH<ll仇純． '-" 
1.9 MH, l曲 W A, 電射冒I舵会司［，阜の叩式．明施歓m・E同

，丞
10 M 100 W A, . A,, 

同 14 MH，帯， A, , A,, 

18 MH，帯.A, • A，『
3.5 MH, 1佃 W A, , A,, ,,,,;,;1.;!ll T92H 

3.8 MH, 100 W A, • A,, ・2/sf.illl
14 M 100 W A, . A,. 21 MH，帯， A, • A,; 

18 M 100 W A, . A,, 
24 Mlb帯.A, , A,, 7 MH, 100 W A, • A,, I¥ 3過f，＜機

21 M 100 W A, . A,, 

2沌M 100 W A, . A，』

28 MH，帯 A, . A,, ,F, 

・u11＂＇行式 A司：平荷量調 F，：リアクタンス壷周
10 MH, 1回 W A, , A，』 I¥. ;.i，，蝿

’R 14 MH, 100 W A, . A,, ,,,5退f，，随

28 M 50 W A, . A,, . F, 
MRF 422×2 X 18 MH, 100 W A, . A,, 覗 6；量f，，蝿

電圧・へね 28V 250W f•.L.28MH，帯は 180W V w 
21 MH, 100 W A, • A，』

通 flit~ 中

’‘ . ., ＂＇式 24 MH, 100 W A, , A,, 
その也工事a計電植法擁3l院に観正する条件に合歓している．

28 MH, 50、v A, , A,, F, 

RTTYの申請方法

本機により， RTTY(Radio Teletype）を合わせて申請する場合は，電波の型式欄に F1を追加記入してください。但し，

1. 9 MHz帯では RTTY信号の発射は許可されません。文送信機のどの部分に附属装置を附設しているのかを示す構成図

および附属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

(1) RTTY装置の諸元例
(2) RTTY装置と送信機の接続

①方式 : AFSK方式

②通信速度 : 45. 5ボー
MIC 

③副搬送波周波数： 2125Hz 

④符号構成 : 5単位RTTY符号
第O送信機

⑤偏移周波数 : 170 Hz 
RTTY装置
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15. アクセサリー

TS 940をより有効，快適に運用していただくために，つぎの別売品が用意されております。

．スピーカー SP-940 

TS-940用として設計されたスピーカーで， 3種類の

フィルターの組合わせにより，音質を自由にコントロー

ルできます。デザインも TS-940にマッチしています。

.HF帯リニアアンプ TL-922

当社独自のハイパワー技術により，高性能送信専用管

3-500 Z 2本を使用した1.9～ 28MHz帯オールバンド・

カバーの SSB, CW, RTTY用 AB2級 G-Gリニアアン

プです。

（フルブレークインでの運用はできません。）

52 

・パワーアップユニット PA-940 

TS-940Vタイプ用を lOOW機に改造するためのユ

ニットです。

園通信機用高級ヘッドホン HS-5 

本格的通信機用高級ヘッドホンとして，理想的な音質

設計，形状設計がなされております。

長時間の使用に際して，耳や側頭部への圧迫感が少な

く，聴感上もより自然な，オープンエアタイプを採用し

ています。また使用条件により，付属の圧着型イヤーパッ

トに，ワンタッチで交換できます。



・通信機用軽量ヘッドホン HS-6 

通信機用軽量ヘッドホンとして設計され，理想的な音質，

形状となっています。

圃固定局用高級マイクロホン MC-60/SB 

通信機用のマイクロホンとして設計されたもので，送

信，受信の切替操作もピアノタッチの軽い操作でスムー

ズに行えます。

・固定局用高級マイクロホン MC-85 

通信機用のマイクロホンとして設計されたもので，送

信，受信の切替操作もピアノタッチの軽い操作でスムー

ズにf子えます。

••• 

・温度補償型水品発振器ユニット S0-1 

TS-940の周波数安定度をさらに優れたものにするた

めの水晶発振器で、す。

発振周波数 20MHz 周波数安定度 土0.5 × 10-•

圃cw用クリスタルフィルター YK-BBC-1, 

YG-455C-1, YG-455CN-1 

cw運用時の激しい QRMに効果的な， cwフィル

ターが各種用意されています。セットに簡単に取付ける

ことカfできます。

YK-88C-l (-6dB帯域幅： 500Hz，中心周波数8.830MHz)

YG-455C-l ( -6dB帯域幅： 500Hz，中心周波数455kHz)

YG-455CN-l (-6dB帯域幅： 250Hz，中心周波数455kHz)

YK-88C-1 

YG-455C-1 

YG-455CN-1 
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.AM用クリスタルフィルタ－ YK-88A-1 

AMモード用クリスタルフィルターでセットに簡単に

取付けることができます。

YK -88A-l( -6dB帯域幅： 6kHz，中心周波数 8830kHz) 

YK-BBA-1 

．音声合成ユニット VS-1 

VS-1を装着しますと VOICEスイッチにより，ディ

スプレー上の周波数を音声で知らせます。

VS-1 
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15-1. クリスタルフィルターの取付け方

クリスタルフィルターは4種類です。

• AM用クリスタルフィルター YK-88 A-1 

・cw用。 YK-88C-1 

・cw用 。 YG-455 C-1 

またはYG-455CN-1

取付けは，つぎの順序に従い注意してください。

① プラスドライパーでセットの下ケースを取りはずし

ます。

② セット底面にある IFユニット基板（X48-1430-00）の

オプションフィルター取付スペース内のたて型ジャン

パ線を切取りオプションフィルターを取付けてくださ

い。なお取付けの際コネクターには充分注意してくだ

さい。

また，取付時，フィルターと周囲の抵抗，コンデン

サ一類がタッチしないように確めてください。

③下ケースを取付けてください。

• YK-88A-1の取付け

① YK-88A-1取付け用スペースに立っているジャンパ

線を切り取ります。

② その後に YK-88A-1をネジ止めして完了です。

• YK-88C-1の取付け

① YK-88C-1取付け用スペースに立っているジャン

パ一線を切り取ります。

②その後に YK-88C-1をネジ止めしてください。

• YG-455C-1/CN-1の取付け

① YG-455C-1/CN-1取付けスペースに立っている

ジャンパ線を切り取ります。

② その後にYG-455C-1/CN-1をネジ止めしてくださ

し）0

ご注意

フィルター取付けの際には，必ず電源コンセント

を抜き POWER（電源）スイッチが切れていることを

確めてください。

YK-88A-1 

取付位置

YK-88C-1 

取付位置

jg=' ~, 
，「よ｜

任ヨ主

主－－~tFJ主

~＝~ 
tt~~~！：：雪；占

YG-455C-1 

自｛一＝－l!, 
t玄：l：二占 rno ・・ --D 日，
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15-2 VS-1の取付け方

①プラスドライパーで上側ケースのネジ 8本を取り外

します。

・コードクランパーを止めているネジを外します。

② VS-1ユニットを取付けスペースに付属ネジ4本で固

定します。

③ジャンパーハーネス（A）の 3ピンプラグを図中の矢印

にしたがって VS-1のジヤツクに接続します。

④ジャンパーハーネス（B）の 8ピンプラグを図中の矢印

にしたがって VS-1のジャックに接続します。

⑤上ケースを元に取付けます。

尚VR-1で好みの音量に調整できます。

• S，のスイッチにより日本語（一部英語と共用），英語

の選択が可能です。

15-3 S0-1の取付け方

①セットの上プタを取りはずしてください。（ネジ 8本）

②ディジタルユニット仕切板を取付けているネジ 4本

をはずしてください。

（ディジタルユニット仕切板を起こす際，配線類には

充分ご注意ください。）

③ PLLユニットを取付けているネジ8本をはずしてく

ださい。

④ PLLユニットの S0-1取付け位置の部品をはずして

ください。

⑤ S0-1を図のように取付け，半回付けをしてください。

(S0-1を取付ける際，取付け孔のハンダはきれいに取

り除いてください。）

⑥セットを元にもどして完了です。

(PLLユニット，ディジタルユニット仕切板を取付け

る際，リード線をはさみ込まないように，ご注意くだ

さい。）

• S0-1内は，調整済みですから，手を触れないでくだ

さい。
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17. ....... 
厄 格

〔一般仕様〕

1.送信周波数範囲

160mバンド 1.9075-1. 9125 MHz 

80mバンド 3.5～3.575MHz 

3. 793-3.802 MHz 

40mバンド 7.0～7.1MHz 

30mノTンド 10.1-10.15MHz 

20mバンド 14.0～14.35MHz 

17mバンド 18.068-18.168MHz 

15mバンド 21.0-21.45MHz 

12mバンド 24.89-24.99 MHz 

10mバンド 28.0～29.7MHz

2.受信周波数範囲 150 kHz-30 MHz 

3.電波型式 A3J(USB, LSB), Al (CW) 

Fl (FSK) . F3 (FM) 

A3 (AM) 〈受信のみ〉

4.周波安定度土10×106以内（－10ー＋50℃）

5.周波数確度 ±10×10＇（常温にて）

6. アンテナインピーダンス

500 

アンテナチューナー使用時

20-1500 （送信のみ）

7.電 源 AC 100V 50/60Hz 

8.消 費電力 TS-940S 

送信時最大 510W 

受信無信号時 80W 

9. 使用半導体数 TS-940S 

IC 110 

トランジスター 261 

FET 42 

ダイオード 466 

TS-940V 

220W 

80W 

TS-940V 

109 

257 

43 

467 

10. す法 TS 940S 幅401(409）×高さ141(154）×奥行

350(420)mm 

TS-940V 幅401(409）×高さ141(154）×奥行

350(420)mm 

（）内は突起物を含む最大寸法

11. 重量 TS-940S 約20kg

TS-940V 約18.5kg 

〔送信部〕

1.定格終段入力

Sタイプ Vタイプ

SSB / CW / FSK / FM SSB / CW / FSK / FM 

160～12mバンド

10mバンド

250W 

180W 

2.変調方式 SSB 平衡変調

30W 

30W 

FM リアクタンス変調

3.最大周波数偏移 ±5kHz 

4. RTTYシフト幅 170Hz

5.不要輔射強度－40dB以下（CWにて）

6.搬送波抑圧比 40dB以上（変調周波数l.5kHz)

7.不要側帯波抑圧比 50dB以上（変調周波数1.5kHz)

8. 第3次混変調積査 一37dB以下（但し，単一信号出

力に対して）

9. マイクロホンインピーダンス 500!l-50k!l 

10.周波数特性（SSB) 400～ 2600Hz (-6dB) 

61 



〔受信部〕

1.受信方 式 SSB,CW, AM, FSK 

クオードプルコンパージョン方式

FM 

トリプルコンパージョン方式

2.中間周波数 第1

第2

第 3

45.05MHz 

8.83MHz 

455kHz 

第4 lOOkHz 

3.感 度

150kHz～500kHz SSB,CW,FSK 

1 OdB S / N OdB μ ( 1 μ V）以下

AM 

lOdB S / N 20dBμ (lOμV）以下

500kHz～1.8MHz SSB,CW,FSK 

1 OdB S / N l 2dB μ ( 4 μ V）以下

AM 

lOdB S / N 30dB μ (32 μ V）以下

1.8～30MHz SSB,CW,FSK 

lOdB S / N -14dBμ(0.2μV）以下

AM 

1 OdB S / N 6dB μ ( 2 μ V）以下

FM 

12dB SINAD -6dBμ (0.5μV）以下

4. スケルチ感度 -lOdBμ (0. 32μV）以下

5. イメージ妨害比 80dB以上（1.8-30MHz)

6.中間周波妨害比 70dB以上（l.8-30MHz) 
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7.選択度 SSB,CW, AM(N), FSK 

2.4kHz -6dB 

3.6kHz -60dB 

AM(W) 

6kHz -6dB 

15kHz -50dB 

FM 

12kHz -6dB 

22kHz -60dB 

8.可変帯域（SSBフィルター使用時）

SSB用SLOPETUNE 

ハイカット 1500Hz以上

ローカット 700Hz以上

（オプションフィルター無）

CWVBT 

約600Hz～約2.4kHz連続可変

9. RIT (XIT）可変範囲土9.99kHz

10. ノッチフィルター減衰量 40dB以上

11.低周波出力 1.5W(80負荷， 10%歪時）

12.低周波負荷インピーダンス 80 

「測定法はJAIAで定めた測定法による」

・定格は，技術開発にともない変更することがあります。





・株式会社ケンウ、yド
本社 東京都渋谷区渋谷 1の 2の 5"Pライブ美竹干 150

お買い上げ後のサービスのご相談は，通信機サービス窓口，または購入店をご利用ください。
その他商品に関するお間合わせは，お客様相談室をご利用ください。

。75809 PRINTED IN JAPAN 850-4200-20/01 ① 


	表紙
	目次
	1. 特長
	2. ご使用の前のご注意
	2-1. 設置
	2-2. クーリングファンの動作
	2-3. 前脚の引き出し方
	2-4. アマチュアバンドについて
	2-5. アンテナの接続
	2-6. アース(接地)について

	3. ご使用前の準備
	4. 各部の名称とその働き
	5. 運用・・・その1
	5-1. ヘッドホンとマイクロホンについて
	5-2. セットの確認
	5-3. SSBの運用
	5-4. CWの運用
	5-5. AMの運用
	5-6. FMの運用
	5-7. FSK(RTTY)運用

	6. オートアンテナチューナーの使い方
	7. 運用・・・その2
	7-1. 周波数とBAND(バンド)切替え
	7-2. 各種インジケーター
	7-3. FUNCTION(ファンクション)スイッチ動作
	7-4. 2-VFO操作
	7-5. T-F SET操作
	7-6. メータ一
	7-7. 混信除去機能
	7-8. NB(ノイズプランカー)
	7-9. ゼロイン操作
	7-10. ブレークイン運用
	7-11. VOX説明
	7-12. プロセッサー説明
	7-13. その他の機能
	7-14. RTTYについて
	7-15. 端子説明

	8. メモリーの操作
	8-1. メモリーの仕方
	8-2. メモリーの呼び出し方
	8-3. メモリースキャンについて
	8-4. プログラムスキャンについて
	8-5. 周波数設定
	8-6. メモリーの消去

	9. サブディスプレイの使い方
	9-1. 時計表示
	9-2. グラフイック表示
	9-3. 周波数表示

	10. タイマ一機能の使い方
	10-1. タイマーの種類
	10-2. タイマーの設定方法

	11. 回路説明
	11-1. ブロックダイヤグラム
	11-2. ユニット

	12. 調整と保守
	12-1. 調整
	12-2. 保守

	13. トラブルシューテイング
	13-1. 送信の場合
	13-2. 受信の場合
	13-3. タイマーの場合
	13-4. マイコンの初期設定のしかた

	14. 申請書の書き方
	15. アクセサリ－
	15-1. クリスタルフィルターの取付け方
	15-2. VS-1の取付け方
	15-3. SO-1の取付け方

	16. ブロックダイヤグラム
	17. 定格
	18. 裏表紙



